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浦幌町立博物館所蔵の 2016 年度採集の蝶標本

荒川 和子 1)

浦幌町立博物館紀要　17: １- ７, 2017 年 3 月

 1) 〒 089-5617　北海道十勝郡浦幌町字南町

整理番号 受入番号 点数 計測値          採集地 採集年月日 採集者

キアゲハ　Ｐapilio machaon　 LINNAEUS,1758
1299 2017-17 1 90 北海道十勝郡浦幌町南町 2016.8.12 荒川和子

シロチョウ科　Ｐieridac
モンキチョウ　Ｃolias erate （ESPER,1805）

1300 2017- 1 1 46 北海道十勝郡浦幌町東山 2016.5.28 荒川和子
1301 2017- 2 1 47 北海道十勝郡浦幌町東山 2016.8. 6 荒川和子
1302 2017- 3 5 34～48 北海道十勝郡浦幌町常豊 2016.9.10 荒川和子
1303 2017- 4 9 40～49 北海道十勝郡浦幌町常豊 2016.9.17 荒川和子
1304 2017- 5 1 44 北海道十勝郡浦幌町常豊 2016.9.19 荒川和子
1305 2017- 6 3 39～43 北海道十勝郡浦幌町常豊 2016.9.24 荒川和子
1306 2017- 7 2 37～46 北海道十勝郡浦幌町厚内 2016.10.1 荒川和子
1307 2017- 8 1 44 北海道十勝郡浦幌町十勝太 2016.10.1 荒川和子

エゾスジグロシロチョウ　Ｐieris dulcinea　(BUTIER,1882）
1308 2017- 9 1 46 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2016.7. 9 荒川和子
1309 2017- 10 1 50 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2016.7.21 荒川和子
1310 2017- 11 1 49 北海道十勝郡浦幌町東山 2016.7.21 荒川和子
1311 2017- 12 1 49 北海道十勝郡浦幌町東山 2016.8. 6 荒川和子

スジグロシロチョウ　Ｐieris melete　(MÉNÉTRIÈS,1857）
1312 2017- 13 1 41 北海道十勝郡浦幌町常豊 2016.9.10 荒川和子

1313 2017-14 1 40 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2016.5.28 荒川和子
1314 2017-15 1 47 北海道十勝郡浦幌町東山 2016.8. 6 荒川和子

ツマキチョウ (♀） Ａnthocharis scolymus  BUTLER,1866
1315 2017-16 1 50 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2016.5.28 荒川和子

コチャバネセセリ　Ｔhoressa varia  (MURRAY,1875）
1316 2017- 19 1 29 北海道十勝郡浦幌町東山 2016.6.27 荒川和子
1317 2017- 20 1 27 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2016.6.27 荒川和子
1318 2017- 21 1 29 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2016.7. 1 荒川和子
1319 2017- 22 1 29 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2016.7. 9 荒川和子
1320 2017- 23 1 29 北海道十勝郡浦幌町東山 2016.7.21 荒川和子

オオチャバネセセリ　Ｐolytremis pellucida  （MURRAY,1875）
1321 2017- 18 1 31 北海道十勝郡浦幌町南町 2016.7.21 荒川和子

アゲハチョウ科　Ｐapilionidae

エゾヒメシロチョウ（♂）　Ｌeptidea morsei  （FENTON,1882）

セセリチョウ科　Ｈesperiidae

Kazuko Arakawa, 2017.  Butterfly 2016 collection of The Hisotorical Museum of Urahoro.

Bulletin of the Historical Museum of Urahoro, 17: 1-7.
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整理番号 受入番号 点数 計測値          採集地 採集年月日 採集者
イチモンジセセリ　Ｐarnara guttata （BREMER ＆ GREY,1852）

1322 2017- 24 1 37 北海道十勝郡浦幌町常豊 2016.9.10 荒川和子

1323 2017- 25 1 23 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2016.6. 6 荒川和子
キバネセセリ　Ｂurara aquilina  (SPEYER,1879）

1324 2017- 26 1 38 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2016.7.21 荒川和子
タテハチョウ科　Ｎymphalidae
ウラギンヒョウモン　Ｆabriciana adippe （[DENIS ＆ SCHIFFERMÜIIER],1775）

1325 2017- 27 2 51～52 北海道十勝郡浦幌町平和塔 2016.7.21 荒川和子
1326 2017- 28 1 57 北海道十勝郡浦幌町万年 2016.7.21 荒川和子

ウラギンスジヒョウモン　Ａrgyonome laodice　(PALLAS,1771）
1327 2017- 34 1 57 北海道十勝郡浦幌町常豊 2016.9.24 荒川和子

1328 2017- 29 2 51～56 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2016.6.27 荒川和子
1329 2017- 30 2 52～55 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2016.7. 1 荒川和子
1330 2017- 31 2 52～54 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2016.7. 9 荒川和子
1331 2017- 32 1 62 北海道十勝郡浦幌町東山 2016.7. 9 荒川和子
1332 2017- 33 4 50～67 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2016.7.21 荒川和子

1333 2017- 35 1 60 北海道十勝郡浦幌町南町 2016.9.11 荒川和子
クジャクチョウ　Ｉnachis io　(LINNAEUS,1758）

1334 2017- 36 1 48 北海道十勝郡浦幌町南町 2016.8. 6 荒川和子
1335 2017- 37 1 51 北海道十勝郡浦幌町南町 2016.9.17 荒川和子
1336 2017- 38 3 50～67 北海道十勝郡浦幌町南町 2016.9.24 荒川和子
1337 2017- 39 1 48 北海道十勝郡浦幌町南町 2016.10.1 荒川和子

アカマダラ　Ａraschnia levana　(LINNAEUS,1758）
1338 2017- 40 1 31 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2016.5.26 荒川和子
1339 2017- 41 1 29 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2016.6. 6 荒川和子
1340 2017- 42 2 37 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2016.7.21 荒川和子

フタスジチョウ　Ｎeptis rivularis （SCOPOLI,1763）
1341 2017- 43 1 43 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2016.7. 1 荒川和子

サトキマダラヒカゲ　Ｎeope goschkevitschii　(MÉNÉTRIÉS,1857）
1342 2017- 44 2 55～62 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2016.6.27 荒川和子
1343 2017- 45 1 57 北海道十勝郡浦幌町平和塔 2016.6.27 荒川和子
1344 2017- 47 1 57 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2016.7. 9 荒川和子

ヤマキマダラヒカゲ　Ｎeope niponica　BUTLER,1881
1345 2017- 46 1 56 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2016.7. 1 荒川和子
1346 2017- 48 1 56 北海道十勝郡浦幌町平和塔 2016.7.21 荒川和子

ヒメウラナミジャノメ　Ｙpthima argus   BUTLER,1866

ギンボシヒョウモン　Ｓpeyeria aglaja  （LINNAEUS,1758）

チャマダラセセリ　Ｐyrgus maculatus（BREMER ＆ Grey,1852）

アカタテハ　Vanessa indica　(HERBST,1794)
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　はじめに

　浦幌町でのウチダザリガニ駆除は、2015 年から「浦

幌の自然を楽しむ会」が取り組んでいる。

　2015 年は環境省北海道地方環境事務所から防除に

係る認定を受け、調査区域である浦幌川（第１浦幌橋

～万統橋）、支流のオベトン川（浦幌川合流点～国道

38 号）とその上流で１１１匹が駆除された。詳しく

は本紀要第 16 号「浦幌で初めてのウチダザリガニ駆

除」（円子 2016）を参照されたい。

　2016 年 7 月 30 日の「ウチダザリガニバスターズ」

では小学生 9 人と保護者 4 人の参加を得て、北海道

ウチダザリガニ防除ネットワークの高橋克巳代表から

ウチダザリガニの説明を受けオベトン川で捕獲体験、

試食を行った。9 月 8 日には 15 年に続いて酪農学園

大学野生動物保全技術実習を同川で行い捕獲と計測体

験が行なわれた。

調査区域の拡大と分布の確認

　2015 年の駆除で調査区域（上記参照）全域に生息

が確認されたことから、浦幌町全域を調査区域として

変更申請をして認定を受けた。

　あわせて、北海道内水面漁業調整規則に基づく内水

面採捕の許可を、浦幌町全域として得た。

　2016 年の調査では、地域住民から寄せられた情報

をもとに、浦幌川と常室川の合流点でも生息を確認し

た。オベトン川では昨年より上流の山蔭橋までの生息

が確認された。

調査・駆除結果

　浦幌川は 5 月融雪水、6 月長雨、8 月は 4 個の台風

襲来などにより増水状態が続き、たも網で 7 月 17 日、

カニカゴで 10 月 18 日、26 日の 3 回しか駆除出来

なかった。

　オベトン川（浦幌川支流）では、7 月 30 日～ 11

月 2 日までの間に 13 回駆除した。たも網で 12 回、

カニカゴ併用で 1 回である。駆除の内訳は表 1 の通り。

　カニカゴの目合いが 1.5㎝であるのに対して、たも

網の網目は 3㎜と狭小なことから、当年生まれと思わ

れる小型のサイズが多く捕獲された。結果として表 2

の通り 15 年に比べて雌雄とも全長・体重で小さな数

値となった。

　7 月 17 日に行った浦幌川と常室川の合流地点では

10 匹を捕獲。上流域への分布拡大が確認された。翌

18 日に浦幌川の第四浦幌橋（留真）～留真川の留真

橋間で、たも網による捕獲を試みたが生息は確認でき

なかった。

今後の調査・駆除

　2016 年の駆除は、浦幌川の増水によりオベトン川

に集中したが、同川流域には以前からニホンザリガニ

の生息が知られて、餌の略奪などウチダザリガニとの

競合が心配される。11 月 19 日に川湯エコミュージ

アムセンターで開かれた「外来ざりがにサミット in

屈斜路」で、捕獲圧が高い場所では生息数の減少が見

られるとの報告もあり、今後も集中した捕獲が必要と

考える。

　第１浦幌橋より上流の常室地区で生息を確認した

が、どこまで遡上しているのか、支流ではどうなって

いるのか。浦幌川の万統橋（万年と統太の境界）より

下流や接続河川、沼ではどうなっているのか。昆布刈

石より東の河川はどんな状況か。心配が尽きないが少

しずつ調査したいと考えている。

浦幌のウチダザリガニ駆除（2016 年）

円子紳一 1)

Shinichi Maruko, 2017. The extermination of Pacifastacus luniusculus trowbridgii in Urahoro, eastern Hokkaido, 2016.  

Bulletin of the Historical Museum of Urahoro, 17: 9-11.

 1) 浦幌の自然を楽しむ会　〒 089-5634　北海道十勝郡浦幌町字帯富

浦幌町立博物館紀要　17: ９-11, 2017 年 3 月



− 10 −

表 1　2016 年のウチダザリガニ駆除内訳

浦幌町立博物館紀要　第 17 号　2017 年 3 月
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これからのウチダザリガニとの付き合い

　ウチダザリガニは人間の都合で日本に持ち込まれ、

北海道では各地に生息域を拡大し、さまざまなあつれ

きを生じている。今や根絶は難しい状況だが、いかに

生息密度を低下させ在来生物への影響を軽減させるか

が大切になってくる。

　また、特定外来生物や生物多様性については、新聞

報道されているが一般的にはまだまだ認知度が低いと

思われる。外来生物の問題点や生物の命の大切さなど

を通して自然界の生物多様性を伝えることも必要に

なっている。「ウチダザリガニバスターズ」など子ど

もたちへの啓もう活動も引き続き取り組む課題だ。

　そんな中でやみくもに駆除だけを追い続けるのは、

現状では徒労感が増して活動の停滞につながりかねな

い。時には楽しみながらの試食、新しい捕獲方法や利

用方法を考えることで息の長い活動に結び付けたいと

考えている。

おわりに

　駆除活動の中心となっている「浦幌の自然を楽しむ

会」のみなさん、町立博物館の持田誠学芸員、北海道

ウチダザリガニ防除ネットワークの高橋克巳代表、齊

藤さゆりさん、「ウチダザリガニバスターズ」に参加

いただいたみなさん、野生動物保全技術実習を行った

酪農学園大学の佐藤喜和教授や学生のみなさんに心か

ら感謝申し上げる。

　なお、本調査・駆除経費の多くは、浦幌町の「笑顔

輝く地域づくり支援事業」の補助金を得て行われたも

のである。

参考文献

山田昌義・鏡坦・丸山まさみ・川井唯史 . 2015. 十勝

における外来種ウチダザリガニの現状と対策（総

説）. 帯広百年記念館紀要 . 33: 17-31.

円子紳一 . 2016. 浦幌で初めてのウチダザリガニ駆除 . 

浦幌町立博物館紀要 . 16: 9-13.

表 2　2015 年と 2016 年の全長と体重の比較

数値は全長・体重の両方を測定した個体による。
2016 年は小数点 2 桁表示のデジタルノギス、秤を使用した。

最大 最少 最大 最少
2015 37 121.00 60.00 97.00 7.00
2016 60 116.26 28.07 75.38 0.77
2015 35 129.00 58.00 76.00 8.00
2016 80 119.96 14.21 68.44 0.56
2015 2 112.00 104.00 60.00 56.00
2016 27 34.12 11.96 1.80 0.06
2015 74 129.00 58.00 97.00 7.00
2016 167 119.96 11.96 75.38 0.06

不明

総体

個体数 全長　㎜ 体重　ｇ雌雄 年

♂

♀

円子紳一：浦幌でのウチダザリガニ駆除（2016 年）
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　摘　　要

　北海道東部浦幌地域において採集されたヒグマの糞

631 個を用いて、ヒグマに採食された昆虫類 ( アリ類

を除く ) の同定を行った。220 個 (35%) の糞から、４

目 11 科７属 11 種が確認された。鞘翅目センチコガ

ネ科、クワガタムシ科の出現頻度が高く、次いで膜翅

目スズメバチ科とマルハナバチ科が多かった。採食さ

れる季節は晩夏に最も多く、次いで秋が多かった。セ

ンチコガネ科は北海道では比較的個体数が多く、林道

のような開けた場所を徘徊し、またヒグマやタヌキな

どの糞塊に集合することがあるため、そうした機会に

採食されている可能性が考えられた。

はじめに

　北海道に生息するヒグマ Ursus arctos の食性は、春

から夏にかけて草本類、初夏から晩夏にかけて昆虫類、

秋には果実類を利用する雑食性である ( 佐藤 2011)。

1990 年代以降は、晩夏に農作物が多く利用されてお

り、これが人間との軋轢の大きな原因となっている 

(Sato et al. 2005)。また北海道東部のヒグマの特徴と

して、1990 年代後半以降に急激に生息数を増加させ

たエゾシカ Cervus nippon yesoensis を、年間を通じて

利用するようになったことがあげられる (Sato et al. 

2004)。

　エゾシカを除くと、北海道のヒグマが利用する動物

質としての食物は、主にアリ類 Formicidae やハチ類

Vespidae の社会性昆虫類である ( 佐藤 2006)。この

うちアリ類に関しては、国内外で様々な研究がなされ

ているが ( 北海道：Onoyama 1998; 青木 2007; 菱山

2008; 矢野、2010; 小林・佐藤 2012; 伊藤 2017、海外：

Swenson et al. 1999; Mattson et al. 2001; Große 

et al. 2003)、アリ類以外の昆虫類については、いく

つか断片的な報告があるだけで、詳しい研究はなされ

ていない ( 門崎・犬飼 2000；大原 2006)。 

　そこで本研究では、ヒグマが利用する動物質資源と

して、アリ類を除きどのような昆虫を採食しているの

かを明らかにすることを目的とし、1999 年～ 2007

年に、北海道東部浦幌地域において採集された計 631

個の糞試料を用いて、採食された昆虫類の選別、同定

を行った。

調査地

　北海道十勝郡浦幌町、釧路市音別町、および白糠郡

白糠町に位置する十勝総合振興局森林室管内の道有林

内 ( 面積 43,139ha、以下、浦幌地域とする ) にて行っ

た。調査地内の標高は 600m 以下で、植生はミズナ

ラ Quercus crispula、シナノキ Tilia japonica、イタヤカ

エデ Acer pictum などの天然林が優占し、人工林では

トドマツ Abies sachaliensis、カラマツ Larix kaempferi

が優占している。

試料と方法

　1999 年から 2007 年の 4―11 月にかけて調査地内

を踏査または走査し、ヒグマの糞の発見に努めた。発

見した糞は、発見地点、推定される排泄時期、主な

内容物、混入物、周辺環境を記録し、全量回収した

後、定量分析まで冷凍保存した。糞試料は、Sato et 

al. (2000) によるポイント枠法で内容物を定量分析し

北海道東部浦幌地域におけるヒグマが採食するアリ類以外の昆虫類
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た後、75% エタノール中で液侵保存した。調査地に

おける試料の回収および記録は、日本大学生物資源科

学部森林資源科学科森林動物学研究室、北海道大学ヒ

グマ研究グループ、および浦幌ヒグマ調査会の諸氏の

協力によった。

　液侵標本となっている糞試料を用いて、中に含まれ

るアリ類以外の昆虫類の選別を行った。糞をバットに

広げ、ピンセットを用いて巨視的に昆虫を採取した。

採取した昆虫は、75% エタノールを用いて液侵標本

とした。糞試料中には、ヒグマに採食された昆虫の

他、ヒグマの糞に集まった昆虫も含まれている場合が

ある。本研究においては、糞試料中で形状がばらばら

である昆虫をヒグマに採食された昆虫として分析対象

とした。

　 採 食 さ れ た 昆 虫 の 同 定 に は、 双 眼 実 体 顕 微 鏡

(Olympus 社製、SZX9)、およびそのカメラユニット

(Nikon 社製、DS-Fi1) を用いて撮影し、同定を行った。

また、原色日本昆虫図鑑 (II)( 上野ら 1985)、日本産

コガネムシ上科図説 ( 川井ら、2005) も参考に用いた。

　糞試料の回収時点で推定された排泄時期に基づき、

４月～５月を春、６月～７月を初夏、８月～９月を晩

夏、10 月～ 11 月を秋として、確認された昆虫を季

節別にまとめた。

結　　果

浦幌地域のヒグマが採食している昆虫の種類

　1999 年に 40 個、2000 年に 48 個、2001 年に 13 個、

2002 年に 23 個、2003 年に 16 個、2004 年に 36 個、

2005年に153個、2006年に225個、2007年に77個、

計 631 個の糞試料をもとに、中に含まれるアリ類以

外の昆虫を探した。その結果、220 個 (35%) の糞試

料からアリ類以外の昆虫が確認された。その内訳は、

1999 年 14 個、2000 年 18 個、2001 年１個、2002

年 10 個、2003 年７個、2004 年 13 個、2005 年 80 個、

2006 年に 34 個、2007 年に 43 個だった。

浦幌町立博物館紀要　第 17 号　2017 年 3 月

目名 科名 亜科名 属名 種名
半翅目 セミ科
Hemiptera Cicadidae
鞘翅目 オサムシ科
Coleoptera Carabidae

シデムシ科
Silphidae
センチコガネ科 センチコガネ亜科 オオセンチコガネ属 オオセンチコガネ
Geotrupidae Geotrupinae Phelotrupes Phelotrupes auratus auratus

センチコガネ
Phelotrupes laevistriatus

クワガタムシ科 クワガタムシ亜科 ミヤマクワガタ属 ミヤマクワガタ
Lucanidae Lucaninae Lucanus Lucanus maculifemoratus 
コガネムシ科 ハナムグリ亜科 カナブン属 アオカナブン
Scarabaeidae Cetoniinae Rhomborrhina Rhomborrhina unicolor
カミキリムシ科 ノコギリカミキリ亜科 ノコギリカミキリ属 ノコギリカミキリ
Cerambycidae Prioninae Prionus Prionus insularis

双翅目 アブ科 キンメアブ亜科 キンメアブ(旧メクラアブ)
Diptera Tabanidae Chrysopsinae Chrysops suavis

ハナアブ科 サッポロヒゲナガハナアブ
Syrphidae Chrysotoxum sapporense 

膜翅目 ミツバチ科 マルハナバチ亜科 マルハナバチ属
Hymenoptera Apidae Bombinae Bombus

スズメバチ科 スズメバチ亜科 スズメバチ属 エゾキイロスズメバチ(旧ケブカスズメバチ)
Vespidae Vespinae Vespa Vespa simillima simillima

コガタスズメバチ
Vespa analis insularis

クロスズメバチ属 クロスズメバチ
Vespula Vespula flaviceps lewisii

シダクロスズメバチ
Vespula shidai shidai

表1．浦幌地域にて採集されたヒグマの糞中から採取されたヒグマが採食した昆虫類(アリ類を除く)，2000― 2007年, N=220．

ヒラタシデムシ族
Silphini
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　確認された昆虫は、セミ科 Cicadidae、オサムシ

科、シデムシ科、センチコガネ科 Geotrupidae オ

オ セ ン チ コ ガ ネ Phelotrupes auratus auratus、 セ ン

チ コ ガ ネ Phelotrupes laevistriatus、 ク ワ ガ タ ム シ

科 ミ ヤ マ ク ワ ガ タ Lucanus maculifemoratus、 コ ガ

ネムシ科 Scarabaeidae アオカナブン Rhomborrhina 

unicolor、カミキリムシ科 Cerambycidae ノコギリカ

ミ キ リ Prionus insularis、 ア ブ 科 Tabanidae キ ン メ

アブ Chrysops suavis、ハナアブ科 Syrphidae サッポ

ロ ヒ ゲ ナ ガ ハ ナ ア ブ Chrysotoxum sapporense、 ミ ツ

バチ科 Apidae マルハナバチ属 Bombus、スズメバチ

科 Vespidae スズメバチ属 Vespa エゾキイロスズメバ

チ Vespa simillima simillima、コガタスズメバチ Vespa 

analis insularis、クロスズメバチ属 Vespula クロスズ

メバチ Vespula flaviceps lewisii、シダクロスズメバチ 

Vespula shidai shidai の４目 11 科７属 11 種だった ( 表

1)。センチコガネ科は、形状がばらばらであるため、

オオセンチコガネ、センチコガネの区別が困難であり、

全ての試料について種まで同定することは出来なかっ

たが、採取したサンプルのほとんどの色彩が金赤、金

緑と華やかであることから、オオセンチコガネを頻繁

に採食しているものと思われる。また、頭部が確認で

きた５つのサンプルにおいては、すべてセンチコガネ

であった。クワガタムシ科は、ミヤマクワガタを頻繁

に採食していることが分かったが、他種も採食してい

た。ミヤマクワガタ以外の他種の同定は、サンプルの

形状がばらばらであるため、種まで同定することは出

来なかった。ミツバチ科、スズメバチ科のハチ類は、

マルハナバチ属、スズメバチ属、クロスズメバチ属の

３属４種が確認できた。また、その他の膜翅目も採食

されていたが、種の同定までいたらなかった。シデム

シ科は、ヒラタシデムシ族のみ採食されていた。アブ

科は、キンメアブが確認できたが、他種も採食されて

いた。オサムシ科は、すべてのサンプルを種まで同定

することはできなかった。その他、サッポロヒゲナガ

ハナアブ、ノコギリカミキリ、アオカナブンの採食が

確認できた。

　本研究により、浦幌地域のヒグマが採食し同定でき

た昆虫の目ごとの出現頻度割合を図１に、科 ( 一部属 )

ごとの出現頻度割合を図２に示した。採食された昆虫

の目レベルでみた出現頻度割合は、鞘翅目 78.6%、膜

翅目 34.1%、双翅目 1.8%、半翅目 0.5%、不明 1.8% で、

鞘翅目が最も多かった ( 図１)。科 ( 一部属 ) 別の出現

頻度割合では、鞘翅目センチコガネ科 (52.3%)、クワ

ガタムシ科 (44.1%)、オサムシ科 (3.6%)、コガネムシ

科カナブン属アオカナブン (1.8%)、シデムシ科ヒラ

タシデムシ族 (1.8%)、カミキリムシ科ノコギリカミ

キリ属ノコギリカミキリ (0.5%)、膜翅目スズメバチ

科クロスズメバチ属 (14.1%)、ミツバチ科マルハナバ

チ属 (12.7%)、スズメバチ科スズメバチ属 (3.6%)、双

翅目アブ科 (1.4%)、ハナアブ科 (0.5%)、半翅目セミ

科 (0.5%) であった ( 図２)。センチコガネ科とクワガ

タムシ科の出現頻度割合が高く、次いでスズメバチ科

クロスズメバチ属、 ミツバチ科マルハナバチ属、スズ

メバチ科スズメバチ属が多く出現した。

図１．ヒグマの糞中に確認されたヒグマが採食した昆虫の目別
出現頻度割合，北海道東部浦幌地域，1999―2007年, N=220．

鞘翅目

膜翅目

双翅目
半翅目

不明

図2　ヒグマの糞中に確認されたヒグマが採食した昆虫の科
（属）別出現頻度割合，北海道東部浦幌地域，1999―2007年, 
N=220．
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浦幌地域のヒグマが昆虫を採食する季節

　採集された計 631 個の糞試料を季節ごとにわける

と、春は 57 個、初夏は 184 個、晩夏は 243 個、秋

は 147 個であった。昆虫が採食された計 220 個の糞

試料のうち、春に採食された糞試料は無く (0%)、初

夏に 42 個 (22.8%)、晩夏に 127 個 (52.3%)、秋に 51

個 (34.7%) であった。最も採食頻度が高かった季節は

晩夏であり、ついで秋であった。 

考　　察

　門崎・犬飼 (2000) は、ヒグマが採食している昆虫は、

アリ類とハチ類が主体であり、他に十数種類の昆虫の

幼虫だけと報告している。他にもヒグマが採食する昆

虫は、主にアリ類、ハチ類を主体とするという報告が

多かった (Aoi 1985; Ohdachi & Aoi 1987; 山中・青井 

1988; Sato et al. 2004; 2005)。しかし、本研究では

４目 11 科７属 11 種の昆虫が確認され、いずれも成

虫を採食していた。これらの利用実態は初めて記載さ

れる物が多かった。また、未同定ではあるが、本研究

においても昆虫の幼虫も採食されていた。セミ科、オ

サムシ科、シデムシ科、コガネムシ科、カミキリムシ

科、アブ科、ハナアブ科は採食頻度が非常に低く、浦

幌地域のヒグマが選択的に採食したと断定することは

難しいが、センチコガネ科、クワガタムシ科、ミツバ

チ科マルハナバチ属、スズメバチ科スズメバチ属およ

びクロスズメバチ属は高い割合で採食されていること

から、選択的にこれらの昆虫を採食していると考えら

れた。大原 (2006) は、ヒグマの食物となる昆虫の特

徴として、①社会性昆虫で巣をつくり、一度に大量の

個体数が手に入る昆虫 ( ハチ類、アリ類 )、②個体サ

イズが大きく、複数個体が同じ環境に生息している昆

虫 ( クワガタムシ類 ) などにまとめている。本研究に

おいても社会性昆虫のアリ類、ハチ類、個体サイズの

大きいクワガタムシ科は、頻繁に採食されており、大

原 (2006) のまとめを支持した。

　一方、センチコガネ科は、アリ類、ハチ類のように

社会性でコロニーをつくることはなく、またクワガタ

ムシのように個体サイズは大きくない。調査地内を踏

査中に見つけたタヌキ Nyctereutes procyonoides の糞中

にもセンチコガネ科の昆虫が頻繁に含まれているのが

観察された。浦幌地域のヒグマが、どのようにセンチ

コガネ科昆虫を頻繁に採食しているのかは不明である

が、センチコガネ科とシデムシ科（ヒラタシデムシ

族）は北海道においては極めて個体数が多く ( 例えば

保田・佐藤 1992; 保田 1992; 大原 1995)、林道など

やや開けた場所を頻繁に徘徊している個体が多いこと

から、哺乳類にとっては利用しやすい食資源と考えら

れる。センチコガネ科およびアオカナブンは色彩が華

やかな特徴であるため、このような昆虫の目立つ体色

も関係しているかもしれない。また、センチコガネ科

は食糞性の昆虫であり、実際調査地内でもヒグマの糞

やタヌキの溜糞のような大型の糞塊には複数個体が集

まっていることが観察されている。このように複数個

体が集合しているところを採食することで効率的な採

食を行っている可能性も考えられる。

　アリ類やハチ類以外の昆虫類利用に関して、北米

に生息するグリズリー ( 北海道に生息するヒグマと同

種 ) では、高山帯に集合する鱗翅目 Lepidoptera ヤガ

科 Noctuidae の Euxoa auxiliaris を採食することが知

られており、夏から初秋にかけての重要な採食資源

となっていると考えられている (Mattson et al. 1991; 

White et al. 1998)。また北海道でもクワガタムシ科

の幼虫を利用すること ( 門崎・犬飼 2000)、カラマツ

植林地の林床にてエゾハルゼミ Terpnosia nigricosta ま

たはコエゾゼミ Lyristes bihamatus の幼虫を掘り返し

て食べること ( 桑原ほか 2001)、大雪山の高山帯にて

アムールトビケラ Asynarchus amurensis の幼虫を食べ

ているという報告がある ( 門崎・犬飼 2000)。これら

の鱗翅目昆虫や鞘翅目・半翅目・毛翅目の幼虫採食に

関しては、本研究からは確認されなかった。特に幼虫

については、消化されてしまい糞分析では確認しにく

い可能性がある。

　本件研究は、これまで断片的な記載に留まっていた

ヒグマによるアリ類以外の昆虫利用について、長期間

にわたり採取された多数の糞分析結果から、未記載の

種を含む利用実態を明らかにした。利用量は小さく、

ヒグマの生活にとって不可欠な採食資源とは言えない

が、このような昆虫類利用の実態を明らかにしていく

ことは、ヒグマの環境利用や他種生物との相互作用を

理解する上でも重要な情報である。今後他地域でも同

様の情報の蓄積が望まれる。
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　はじめに

　吉田康登氏は、現在、池田町清見ケ丘に建つ日本福

音ルーテル池田教会の初代牧師を務めた人物である。

戦後の集団帰農で関東地方から浦幌町へ移住し、万年

地区に居住していたが、戦後の教会設立に際して、信

徒に乞われて池田町へ転出した。

　吉田氏は植物研究家として知られ、地域の植物採集

と標本製作に取り組んでいた。また、教会設立に際し

ては押し花色紙を製作・販売して資金の足しにしてい

た。吉田氏の製作した植物標本は浦幌町立博物館に保

存されており、これまでの保存分については標本目録

を公開している（持田・加納 2013）。 

　2015 年に、浦幌町立博物館の前身である浦幌町郷

土博物館として用いられていた建物から、新たに吉田

康登氏の植物標本がみつかった。これらの標本は資料

として登録された形跡が無かったことから、前回の報

告（持田・加納 2013）に追加する形での標本目録を

整備した。

標本の再発見の経緯

　標本は、2015 年に旧浦幌町郷土博物館庁舎（図１）

の２階からみつかった。発見場所は旧郷土博物館の化

石資料展示室のガラスケース下にあった収納スペース

で、「植物標本」と墨書きされた段ボール箱に収めら

れていた（図２）。なお、このとき同時に、教材用に

市販されている動物の液浸標本２点、頭骨１点もみつ

かった。

　浦幌町郷土博物館は 1969（昭和 44）年 6 月 1 日

に北海道 100 年、浦幌町 70 年を記念して建設され

た博物館で、「開拓記念物」「考古」「自然科学」「郷土

資料」を主体に幅広い資料収集活動を続けていた（野

沢 1972）。植物標本も収集の対象としており、吉田

康登コレクションのほかにも、中川公郎コレクション、

上浦幌小学校が購入した教材用植物標本などが収蔵さ

れている。

吉田康登氏採集の植物標本（２）

持田　誠 1)・持田直也 2)

浦幌町立博物館紀要　17: 19-25, 2017 年 3 月

Makoto Mochida & Naoya Mochida. 2017. 

Herbarium specimens of YOSHIDA Yasuto Collection, 2. 

Bulletin of the Historical Museum of Urahoro, 17: 19-25.

 2) 浦幌町教育委員会社会教育係　〒 069-5614　北海道十勝郡浦幌町字桜町 15-5　中央公民館内

 1) 浦幌町立博物館　〒 089-5614　北海道十勝郡浦幌町字桜町 16-1

図１　浦幌町字東山の丘の上に建つ旧郷土博物館。

図２　植物標本の入っていた段ボール箱

現在は閉鎖され、農具など大型資料を保管している

水濡れの跡があるが、中の標本は無事だった。
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　吉田康登コレクションについては、これまでに 108

点が登録されている。これに対して新たにみつかった

標本は合計で 93 点であり、若干少ない（表１）。

　採集年代は、従来の 108 点が 1961（昭和 36）〜

1969（昭和 44）年であるのに対し、今回の 93 点は

1961（昭和 36）〜 1963（昭和 38）年で、大半が

1962（昭和 37）年であった。このことから、採集初

期の時代の標本を後日、整理の上で納入したものと思

われる。

標本登録上の疑問点

　問題は、今回みつかった 93 点の標本がいつ納入さ

れ、なぜ登録されないまま、旧郷土博物館閉館後も新

館へ移送されずに放置されていたかである。そこでま

ず、従来の 108 点の標本がいつ受け入れ・登録され

ているかを原簿を使って確認してみた。

　その結果、受け入れ台帳、資料記録票（原簿）とも、

一括して 1968（昭和 43）年 5 月 15 に受け入れ処理

が実施され、即日登録されている事がわかった。なお、

資料記録票に添付する資料写真の撮影年月日と資料記

録票の作成年月日は 2001（平成 13）年 11 月で、数

日間にわたり実施されている。

　しかし、上述のとおり、これらの標本の中には

1969（昭和 44）年採集のものが含まれている事から、

1968（昭和 43）年に受け入れ処理を実施したという

事はあり得ない。浦幌町郷土博物館も現在の浦幌町立

博物館も、資料の受け入れ順に番号を振り（受け入れ

番号）、その番号をそのまま収蔵番号として活用して

いる（旧郷土博物館の初期の時代には別な番号を与え

ていたが、その後、受け入れ番号と収蔵番号は同一と

されている）。このため、108 点の標本にも「1968-

●●●」という形で資料番号が与えられている。この

結果、1969 年 5 月 10 日に豊頃町十弗で採集されて

いるキンポウゲ科のニリンソウやフクジュソウなど、

採集年月日より前の年代の資料番号が与えられている

標本が数点含まれていた。

　なぜこのような事が起こってしまったのかは、現在

では確認のしようが無い。しかし、資料記録票の作

成や写真の撮影が、新博物館へ移転後の 2001（平成

13）年になってから実施されている事から、実際に

はかなり後年に受け入れをした標本群であるという可

能性が高い。現在の浦幌町立博物館の開館は 2000（平

成 12）年の年末である事から考えると、旧郷土博物

館が閉館した昭和末期に寄贈されたのではないか。

　旧郷土博物館の閉館と新館への資料移転という混乱

した時期にあって、資料の登録作業が遅れた事は容易

に想像ができる。また、今回みつかった93点の標本は、

この混乱のさなかに後から追加して納入された標本で

あり、適切な受け入れ処置がされないまま、新館へも

引き継がれずに忘れられていたものと予想される。

　今回みつかった 93 点の標本については、2016（平

成 28）年にあらためて受け入れ・登録処理を実施した。

そのため、収蔵番号は 2016-336 〜 2016-428 を与

えた（表１）。

標本の概要・状態

　新たにみつかった 93 点の標本については、以下の

ような特徴がみられる。

　採集地は大半が十勝地方での採集で、そのうち大半

が池田町内で採集されている。なお、前報では 108

点中 2 点のみであった浦幌町内での採集標本が、今

回は 93 点中 5 点あり、範囲も万年、厚内、新吉野と、

前回よりも範囲が広がっている。

　採集者は大半が吉田氏単独によるものだが、一部

浦幌町立博物館紀要　第 17 号　2017 年 3 月

図３　大津海岸で採集されたシャジクソウ
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の標本に m.dohi、A.Onishi の名がみえる。このうち、

m.dohi は、当時、旭川営林署員であった土肥氏であ

ることがわかっている（持田・加納 2013）。A.Ohnishi

については、人物属性がはっきりしなかった。　

　採集植物は大半が普通種だが、1962 年 7 月 13 日

に「大津原生花園」で採集されているマメ科のシャジ

クソウは貴重な記録だろう（図３）。現在、シャジク

ソウは十勝海岸でも南部の大樹町などで見られるが、

大津海岸や豊北海岸では稀である。

　アカネ科の「オウバノヨツバムグラ」とされた標本

は果実期のもので、果実に明瞭な毛が認められ、エゾ

ノヨツバムグラの誤同定と思われる。同様に、「エゾ

キヌタソウ」とされた標本も「ミヤマキヌタソウ」の

誤同定であった。

　日高山脈の固有種で、環境省のレッドデータブック

で絶滅危惧 IB 類に指定されているナデシコ科のカム

イビランジは、標本ラベルの採集地欄に「植」と記さ

れていることから、植栽品を標本にしたものと思われ

た。高山植物の山草栽培がまだ盛んだった時代であり、

こうした種も栽培されていたのだろう。

　標本はすべて台紙に固定され、手書きの標本ラベル

も貼付されている。旧郷土博物館からの発見時に収納

されていた段ボール箱は一部に水濡れの痕跡が認めら

れたが、中の標本に浸水した痕跡は認められなかった。

　しかし、箱内の上部にあった一部の標本は、カビや

虫食いの被害にあって破損していた（図４）。これら

は今後、修復を実施する予定である。

　また、標本は二つ折りのジーナスカバー状の台紙に

貼られたもの（図５）と、一般的な台紙に貼った上で、

別の用紙をジーナスカバーのようにして被せてあるも

のの２通りがあった（図６）。ジーナスカバーの代用

品としては、薄い上質紙が大半だったが、一部はカレ

ンダーやポスターなど、印刷された用紙を用いている

ものがあった。

　なかでも特徴的なのは、1962 年 6 月 12 日に池田

町で採集されたクサレダマのカバーに用いられていた

用紙である（図７）。これは 1967 年の日本ルーテル

神学大学神学部の入学試験要領の青焼きコピーであっ

た。吉田氏は、池田町のルーテル教会の牧師だった事

から、教会で掲示していた神学校のポスターを、その

まま標本保存用のカバーに転用したのだろう。

　少なくとも、このポスターの存在により、旧郷土博

図４　破損・劣化の進んでいた標本
（アキノウナギツカミ）

図６　一般的な台紙に貼られた標本。別に用意された二つ折りの紙
で挟まれ、保護されているものもある

図５　二つ折りの台紙に貼られた植物標本。標本の表面が保護され
ている。



− 22 −

物館へは 1967 年２月以降に納入されたものである事

がわかる。採集年代と納入年代に開きがある事の、ひ

とつの証拠となる。

　日本ルーテル神学大学は 1964（昭和 39）年に、

ポスターに表記されているとおり、東京都中野区に開

学した神学校である。その後、1969（昭和 44）年に

は三鷹市へ移転し、1996（平成 8）年には日本ルー

テル学院大学と名称も変更されている。したがって、

日本ルーテル神学大学時代の名と住所を残す、当時を

反映した歴史資料的な意味もあると言えるだろう。
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3
4
4

アサ
科

C
a
n
n
a
b
i
s
 
s
a
t
i
v
a
 
L
.

アサ
１９

６２
．８

．１
５

池
田
町
清
見

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

7
2
0
1
6
-
3
3
6

アサ
科

H
u
m
u
l
u
s
 
l
u
p
u
l
u
s
 
L
.
 
 
v
a
r
.
 
c
o
r
d
i
f
o
l
i
u
s
 
(
M
i
q
.
)
 
M
a
x
i
m
.
 
e
x
 
F
r
a
n
c
h
.
 
e
t
 
S
a
v
.

カラ
ハ
ナ
ソウ

１９
６２

．８
．４

池
田
町
　旭

町
牧
場

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

8
2
0
1
6
-
3
6
4

アサ
科

H
u
m
u
l
u
s
 
l
u
p
u
l
u
s
 
L
.
 
 
v
a
r
.
 
c
o
r
d
i
f
o
l
i
u
s
(
M
i
q
.
)
 
M
a
x
i
m
.
 
e
x
 
F
r
a
n
c
h
.
 
e
t
 
S
a
v
.

カラ
ハ
ナ
ソウ

１９
６２

．９
．１

５
池
田
町
　旭

町
牧
場

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

9
2
0
1
6
-
3
4
0

タデ
科

P
e
r
s
i
c
a
r
i
a
 
s
a
g
i
t
t
a
t
a
 
(
L
.
)
 
H
.
G
r
o
s
s

アキ
ノウ

ナ
ギズ

カミ
１９

６２
．９

．２
２

池
田
町
　旭

町
牧
場

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

10
2
0
1
6
-
3
4
9

タデ
科

P
e
r
s
i
c
a
r
i
a
 
l
o
n
g
i
s
e
t
a
 
(
B
r
u
i
j
n
)
 
K
i
t
a
g
.

イヌ
タデ

１９
６２

．９
．１

５
池
田
町
旭
町

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

11
2
0
1
6
-
4
1
1

ナ
デ
シコ

科
S
p
e
r
g
u
l
a
 
a
r
v
e
n
s
i
s
 
L
.
 
 
v
a
r
.
 
s
a
t
i
v
a
 
(
B
o
e
n
n
.
)
 
M
e
r
t
.
 
e
t
 
W
.
D
.
J
.
K
o
c
h

オ
ウツ

メク
サ

１９
６２

．６
．７

池
田

町
清

見
ｙ，

ｙｏ
ｓｈ

ｉｄａ
12

2
0
1
6
-
3
8
3

ナ
デ
シコ

科
S
i
l
e
n
e
 
h
i
d
a
k
a
-
a
l
p
i
n
a
 
(
M
i
y
a
b
e
 
e
t
 
T
a
t
e
w
.
)
 
O
h
w
i
 
e
t
 
H
.
O
h
a
s
h
i

カム
イビ

ラン
ジ

１９
６２

．６
．２

５
植
〔植

栽
〕

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

13
2
0
1
6
-
4
2
7

モ
クレ

ン科
K
a
d
s
u
r
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 
(
L
.
)
 
D
u
n
a
l

さね
か
ず
ら

１９
６３

．１
．２

３
肥
前
島
原
深
江

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

14
2
0
1
6
-
4
2
8

クス
ノキ

科
C
i
n
n
a
m
o
m
u
m
 
c
a
m
p
h
o
r
a
(
L
.
)
 
J
.
P
r
e
s
l

くす
の
き

１９
６３

．１
．２

３
肥
前
島
原
深
江

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

15
2
0
1
6
-
3
9
9

キン
ポ
ウゲ

科
R
a
n
u
n
c
u
l
u
s
 
f
r
a
n
c
h
e
t
i
i
H
.
B
o
i
s
s
i
e
u

エ
ゾキ

ンポ
ウゲ

１９
６２

．５
．２

７
池
田
町
利
別

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

16
2
0
1
6
-
4
1
7

キン
ポ
ウゲ

科
C
a
l
t
h
a
 
p
a
l
u
s
t
r
i
s
 
L
.

エ
ンコ

ウソ
ウ

１９
６２

．５
．１

３
池
田
町
　旭

町
牧
場

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

17
2
0
1
6
-
3
9
2

キン
ポ
ウゲ

科
T
h
a
l
i
c
t
r
u
m
 
a
q
u
i
l
e
g
i
f
o
l
i
u
m

L
.

カラ
マ
ツソ

ウ
１９

６２
．６

．１
池

田
町

　旭
町

牧
場

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

18
2
0
1
6
-
3
6
2

キン
ポ
ウゲ

科
A
n
e
m
o
n
e
 
s
t
o
l
o
n
i
f
e
r
a
 
M
a
x
i
m
.

サ
ンリ

ンソ
ウ

１９
６２

．５
．１

３
池
田
町
　旭

町
牧
場

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

19
2
0
1
6
-
4
1
0

キン
ポ
ウゲ

科
A
n
e
m
o
n
e
 
s
t
o
l
o
n
i
f
e
r
a
 
M
a
x
i
m
.

サ
ンリ

ンソ
ウ

１９
６２

．６
．１

池
田
町
　旭

町
牧
場

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

20
2
0
1
6
-
3
9
7

セ
ンリ

ョウ
科

C
h
l
o
r
a
n
t
h
u
s
 
j
a
p
o
n
i
c
u
s
S
i
e
b
o
l
d

ヒト
リシ

ズカ
１９

６２
．５

．１
３

池
田
町
清
見

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

21
2
0
1
6
-
4
1
4

セ
ンリ

ョウ
科

C
h
l
o
r
a
n
t
h
u
s
 
j
a
p
o
n
i
c
u
s
 
S
i
e
b
o
l
d

ヒト
リシ

ズカ
１９

６２
．６

．７
池
田
町
清
見

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

22
2
0
1
6
-
4
1
2

セ
ンリ

ョウ
科

C
h
l
o
r
a
n
t
h
u
s
 
s
e
r
r
a
t
u
s
 
(
T
h
u
n
b
.
)
 
R
o
e
m
.
 
e
t
 
S
c
h
u
l
t
.

フタ
リシ

ズカ
１９

６２
．６

．７
池

田
町

清
見

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

23
2
0
1
6
-
3
9
6

マ
タタ

ビ科
A
c
t
i
n
i
d
i
a
 
p
o
l
y
g
a
m
a
 
(
S
i
e
b
o
l
d
 
e
t
 
Z
u
c
c
.
)
 
P
l
a
n
c
h
.
 
e
x
 
M
a
x
i
m
.

マ
タタ

ビ
１９

６２
．６

．２
池

田
町

清
見

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

24
2
0
1
6
-
4
0
5

ケシ
科

C
o
r
y
d
a
l
i
s
 
a
m
b
i
g
u
a
 
C
h
a
m
.
 
e
t
 
S
c
h
l
e
c
h
t
.

エ
ゾエ

ンゴ
サ
ク

１９
６２

．５
．２

池
田
町
旭
町

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

25
2
0
1
6
-
4
0
4

ケシ
科

C
h
e
l
i
d
o
n
i
u
m
 
m
a
j
u
s
 
L
.
 
 
s
u
b
s
p
.
 
a
s
i
a
t
i
c
u
m

(
H
a
r
a
)
 
O
h
w
i

クサ
ノオ

ウ
１９

６２
．６

．１
２

池
田
町
清
見

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

26
2
0
1
6
-
4
0
8

ケシ
科

C
o
r
y
d
a
l
i
s
 
i
n
c
i
s
a
 
(
T
h
u
n
b
.
)
 
P
e
r
s
.

ムラ
サ
キケ

マ
ン

１９
６２

．５
．２

０
池
田
町
清
見

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

27
2
0
1
6
-
4
2
3

アブ
ラナ

科
A
r
a
b
i
s
 
h
i
r
s
u
t
a
 
(
L
.
)
 
S
c
o
p
.

ヤ
マ
ハ
タザ

オ
１９

６２
．６

．７
池

田
町

清
見

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

28
2
0
1
6
-
4
0
7

ユ
キノ

シタ
科

C
h
r
y
s
o
s
p
l
e
n
i
u
m
 
r
a
m
o
s
u
m

M
a
x
i
m
.

マ
ル
バ
ネ
コノ

メソ
ウ

１９
６２

．５
．１

３
池

田
町

清
見

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

29
2
0
1
6
-
3
5
6

ユ
キノ

シタ
科

H
y
d
r
a
n
g
e
a
 
p
e
t
i
o
l
a
r
i
s
 
S
i
e
b
o
l
d
 
e
t
 
Z
u
c
c
.

ツル
アジ

サ
イ

１９
６２

．９
．１

８
定
山
渓

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

30
2
0
1
6
-
4
1
3

バ
ラ科

P
o
t
e
n
t
i
l
l
a
 
s
p
r
e
n
g
e
l
i
a
n
a
 
L
e
h
m
.

キジ
ムシ

ロ
１９

６２
．５

．１
５

池
田
町
旭
町

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ
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収収
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番番
号号

科科
名名

学学
名名

＊＊
和和

名名
採採

集集
年年

月月
日日

採採
集集

地地
採採

集集
者者

名名
31

2
0
1
6
-
3
9
5

バ
ラ科

S
a
n
g
u
i
s
o
r
b
a
 
t
e
n
u
i
f
o
l
i
a
F
i
s
c
h
.
 
e
x
 
L
i
n
k

ナ
ガ
ボ
ノア

カワ
レモ

コウ
１９

６２
．８

．１
６

岩
内

仙
峡

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

32
2
0
1
6
-
3
7
4

バ
ラ科

S
p
i
r
a
e
a
 
m
e
d
i
a
 
F
.
W
.
S
c
h
m
i
d
t
 
 
v
a
r
.
s
e
r
i
c
e
a
(
T
u
r
c
z
.
)
 
R
e
g
e
l
 
e
x
 
M
a
x
i
m
.

エ
ゾシ

モ
ツケ

１９
６２

．７
．２

池
田

町
　旭

町
牧

場
ｙ，

ｙｏ
ｓｈ

ｉｄａ
33

2
0
1
6
-
4
0
6

バ
ラ科

S
o
r
b
a
r
i
a
 
s
o
r
b
i
f
o
l
i
a
 
(
L
.
)
 
A
.
B
r
a
u
n

ホザ
キナ

ナ
カマ

ド
１９

６１
．８

．７
本

別
ｙ，

ｙｏ
ｓｈ

ｉｄａ
34

2
0
1
6
-
3
7
6

バ
ラ科

A
r
u
n
c
u
s
 
d
i
o
i
c
u
s
 
(
W
a
l
t
e
r
)
 
F
e
r
n
a
l
d
 
 
v
a
r
.
k
a
m
t
s
c
h
a
t
i
c
u
s
 
(
M
a
x
i
m
.
)
 
H
.
H
a
r
a

ヤ
マ
ブ
キシ

ョウ
マ

１９
６２

．７
．２

池
田

町
　旭

町
牧

場
ｙ，

ｙｏ
ｓｈ

ｉｄａ
37

2
0
1
6
-
3
4
2

バ
ラ科

S
p
i
r
a
e
a
 
s
a
l
i
c
i
f
o
l
i
a
 
L
.

ホザ
キシ

モ
ツケ

１９
６３

．８
．３

池
田

町
旭

町
ｙ，

ｙｏ
ｓｈ

ｉｄａ
38

2
0
1
6
-
3
6
9

バ
ラ科

A
r
u
n
c
u
s
 
d
i
o
i
c
u
s
 
(
W
a
l
t
e
r
)
 
F
e
r
n
a
l
d
 
 
v
a
r
.
k
a
m
t
s
c
h
a
t
i
c
u
s
(
M
a
x
i
m
.
)
 
H
.
H
a
r
a

ヤ
マ
ブ
キシ

ョウ
マ

１９
６０

．７
．１

３
池

田
町

　旭
町

牧
場

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

39
2
0
1
6
-
3
6
5

バ
ラ科

P
a
d
u
s
 
a
v
i
u
m
 
M
i
l
l
.

エ
ゾノ

ウワ
ミズ

ザ
クラ

１９
６２

．５
．２

１
浦
幌
町
万
年

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

41
2
0
1
6
-
3
3
7

バ
ラ科

S
p
i
r
a
e
a
 
p
r
u
n
i
f
o
l
i
a
 
S
i
e
b
o
l
d
 
e
t
 
Z
u
c
c
.

シジ
ミバ

ナ
１９

６３
．６

．２
９

池
田
町
旭
町

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

42
2
0
1
6
-
3
3
8

バ
ラ科

R
o
s
a
 
n
i
p
p
o
n
e
n
s
i
s
 
C
r
e
p
.

タカ
ネ
バ
ラ

１９
６３

．６
．２

９
池
田
町
旭
町

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

43
2
0
1
6
-
3
8
2

バ
ラ科

R
o
s
a
 
r
u
g
o
s
a
 
T
h
u
n
b
.

ハ
マ
ナ
シ

１９
６３

．６
．２

９
浦
幌
町
厚
内

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

35
2
0
1
6
-
3
8
1

マ
メ科

T
r
i
f
o
l
i
u
m
 
l
u
p
i
n
a
s
t
e
r
 
L
.

シャ
ジク

ソウ
１９

６２
．７

．１
３

大
津
原
生
花
園

ｍ，
ｄｏ

ｈｉ＆
ｙ，

ｙｏ
ｓｈ

ｉｄａ
36

2
0
1
6
-
4
2
0

マ
メ科

T
h
e
r
m
o
p
s
i
s
 
l
u
p
i
n
o
i
d
e
s
(
L
.
)
 
L
i
n
k

セ
ンダ

イハ
ギ

１９
６２

．７
．１

３
大
津
原
生
花
園

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

40
2
0
1
6
-
3
6
1

マ
メ科

L
e
s
p
e
d
e
z
a
 
b
i
c
o
l
o
r
 
T
u
r
c
z
.

エ
ゾヤ

マ
ハ
ギ

１９
６０

．８
．２

５
池
田
町
旭
町

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

44
2
0
1
6
-
3
7
0

フウ
ロソ

ウ科
G
e
r
a
n
i
u
m
 
e
r
i
a
n
t
h
u
m
 
D
C
.

チ
シマ

フウ
ロ

１９
６２

．５
．２

１
浦
幌
町
新
吉
野

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

45
2
0
1
6
-
3
9
8

フウ
ロソ

ウ科
G
e
r
a
n
i
u
m
 
e
r
i
a
n
t
h
u
m
 
D
C
.

チ
シマ

フウ
ロ

１９
６２

．５
．２

１
浦
幌
町
万
年

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

46
2
0
1
6
-
4
1
8

モ
チ
ノキ

科
I
l
e
x
 
r
u
g
o
s
a
 
F
.
S
c
h
m
i
d
t

ナ
ガ
バ
ツル

ツゲ
１９

６１
．１

１．
１５

アポ
イ山

麓
ｙ，

ｙｏ
ｓｈ

ｉｄａ
47

2
0
1
6
-
3
5
5

ニ
シキ

ギ科
E
u
o
n
y
m
u
s
 
a
l
a
t
u
s
 
(
T
h
u
n
b
.
)
 
S
i
e
b
o
l
d
 
 
f
.
s
t
r
i
a
t
u
s
(
T
h
u
n
b
.
)
 
M
a
k
i
n
o

コマ
ユ
ミ

１９
６２

．９
．１

８
定
山
渓

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

48
2
0
1
6
-
3
8
9

ニ
シキ

ギ科
E
u
o
n
y
m
u
s
 
a
l
a
t
u
s
 
(
T
h
u
n
b
.
)
 
S
i
e
b
o
l
d

ニ
シキ

ギ
１９

６２
．７

．１
５

池
田
町
旭
町

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

49
2
0
1
6
-
3
8
7

スミ
レ科

V
i
o
l
a
 
a
c
u
m
i
n
a
t
a
 
L
e
d
e
b
.

エ
ゾノ

タチ
ツボ

スミ
レ

１９
６２

．６
．７

池
田
町
旭
町

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

50
2
0
1
6
-
3
7
3

スミ
レ科

V
i
o
l
a
 
h
i
r
t
i
p
e
s
 
S
.
M
o
o
r
e

サ
クラ

スミ
レ

１９
６２

．５
．１

９
池
田
町
旭
町

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

51
2
0
1
6
-
4
1
6

ミソ
ハ
ギ科

L
y
t
h
r
u
m
 
s
a
l
i
c
a
r
i
a
 
L
.

エ
ゾミ

ソハ
ギ

１９
６２

．７
．１

３
大
津
原
生
花
園

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

52
2
0
1
6
-
3
8
4

アカ
バ
ナ
科

C
h
a
m
e
r
i
o
n
 
a
n
g
u
s
t
i
f
o
l
i
u
m

(
L
.
)
 
H
o
l
u
b

ヤ
ナ
ギラ

ン
１９

６２
．７

．１
３

豊
頃
村
長
節

ｍ，
ｄｏ

ｈｉ＆
ｙ，

ｙｏ
ｓｈ

ｉｄａ
53

2
0
1
6
-
4
0
2

セ
リ科

A
n
g
e
l
i
c
a
 
g
e
n
u
f
l
e
x
a
 
N
u
t
t
.
 
e
x
 
T
o
r
r
.
 
e
t
 
A
.
G
r
a
y

エ
ゾオ

ウバ
セ
ンキ

ウ
１９

６２
．９

．８
池

田
町

　旭
町

牧
場

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

54
2
0
1
6
-
3
8
8

セ
リ科

A
n
t
h
r
i
s
c
u
s
 
s
y
l
v
e
s
t
r
i
s
 
(
L
.
)
 
H
o
f
f
m
.

コジ
ャク

１９
６２

．６
．７

池
田

町
清

見
ｙ，

ｙｏ
ｓｈ

ｉｄａ
55

2
0
1
6
-
3
9
1

セ
リ科

O
s
m
o
r
h
i
z
a
 
a
r
i
s
t
a
t
a
 
(
T
h
u
n
b
.
)
 
R
y
d
b
.

ヤ
ブ
ニ
ンジ

ン
１９

６２
．６

．１
１

池
田
町
旭
町

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

種
子
植
物
門
被
子
植
物
亜
門
双
子
葉
植
物
綱
後
生
花
被
亜
綱
（合

弁
花
類
）

56
2
0
1
6
-
3
3
9

ツツ
ジ科

L
e
u
c
o
t
h
o
e
 
g
r
a
y
a
n
a
 
M
a
x
i
m
.

ハ
ナ
ヒリ

ノキ
１９

６２
．８

．１
６

岩
内
仙
峡

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

57
2
0
1
6
-
3
5
0

ツツ
ジ科

L
e
u
c
o
t
h
o
e
 
g
r
a
y
a
n
a
 
M
a
x
i
m
.

ハ
ナ
ヒリ

ノキ
１９

６２
．９

．１
８

定
山
渓

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

58
2
0
1
6
-
3
6
7

ヤ
ブ
コウ

ジ科
A
r
d
i
s
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 
(
T
h
u
n
b
.
)
 
B
l
u
m
e

ヤ
ブ
コウ

ジ
１９

６２
．１

０．
３１

天
城
山

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

59
2
0
1
6
-
3
8
0

サ
クラ

ソウ
科

L
y
s
i
m
a
c
h
i
a
 
t
h
y
r
s
i
f
l
o
r
a
L
.

ヤ
ナ
ギト

ラノ
オ

１９
６２

．６
．１

７
池
田
町
　旭

町
牧
場

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

60
2
0
1
6
-
3
4
7

リン
ドウ

科
S
y
r
i
n
g
a
 
r
e
t
i
c
u
l
a
t
a
 
(
B
l
u
m
e
)
 
H
.
H
a
r
a

ハ
シド

イ
１９

６３
．７

．６
池
田
町
旭
町

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

61
2
0
1
6
-
4
0
3

リン
ドウ

科
S
y
r
i
n
g
a
 
v
u
l
g
a
r
i
s
 
L
.

ムラ
サ
キハ

シド
イ

１９
６２

．５
．２

１
池
田
町
西
一
条

Ａ，
Ｏｎ

ｉｓｈ
ｉ

62
2
0
1
6
-
4
2
6

リン
ドウ

科
L
i
g
u
s
t
r
u
m
 
j
a
p
o
n
i
c
u
m
 
T
h
u
n
b
.

ね
ず
み
もち

（タ
マ
ツバ

キ）
１９

６３
．１

．２
３

肥
前

島
原

深
江

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

63
2
0
1
6
-
3
6
0

リン
ドウ

科
G
e
n
t
i
a
n
a
 
t
r
i
f
l
o
r
a
 
P
a
l
l
.
 
 
v
a
r
.
j
a
p
o
n
i
c
a
(
K
u
s
n
.
)
 
H
.
H
a
r
a

エ
ゾリ

ンド
ウ

１９
６２

．８
．２

５
池
田
町
清
見

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

64
2
0
1
6
-
3
5
1

リン
ドウ

科
S
w
e
r
t
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 
(
S
c
h
u
l
t
.
)
 
M
a
k
i
n
o

セ
ンプ

リ
１９

６２
．１

０．
３１

天
城
山

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ
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NNoo
..

収収
蔵蔵

番番
号号

科科
名名

学学
名名

＊＊
和和

名名
採採

集集
年年

月月
日日

採採
集集

地地
採採

集集
者者

名名
31

2
0
1
6
-
3
9
5

バ
ラ科

S
a
n
g
u
i
s
o
r
b
a
 
t
e
n
u
i
f
o
l
i
a
F
i
s
c
h
.
 
e
x
 
L
i
n
k

ナ
ガ
ボ
ノア

カワ
レモ

コウ
１９

６２
．８

．１
６

岩
内

仙
峡

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

32
2
0
1
6
-
3
7
4

バ
ラ科

S
p
i
r
a
e
a
 
m
e
d
i
a
 
F
.
W
.
S
c
h
m
i
d
t
 
 
v
a
r
.
s
e
r
i
c
e
a
(
T
u
r
c
z
.
)
 
R
e
g
e
l
 
e
x
 
M
a
x
i
m
.

エ
ゾシ

モ
ツケ

１９
６２

．７
．２

池
田

町
　旭

町
牧

場
ｙ，

ｙｏ
ｓｈ

ｉｄａ
33

2
0
1
6
-
4
0
6

バ
ラ科

S
o
r
b
a
r
i
a
 
s
o
r
b
i
f
o
l
i
a
 
(
L
.
)
 
A
.
B
r
a
u
n

ホザ
キナ

ナ
カマ

ド
１９

６１
．８

．７
本

別
ｙ，

ｙｏ
ｓｈ

ｉｄａ
34

2
0
1
6
-
3
7
6

バ
ラ科

A
r
u
n
c
u
s
 
d
i
o
i
c
u
s
 
(
W
a
l
t
e
r
)
 
F
e
r
n
a
l
d
 
 
v
a
r
.
k
a
m
t
s
c
h
a
t
i
c
u
s
 
(
M
a
x
i
m
.
)
 
H
.
H
a
r
a

ヤ
マ
ブ
キシ

ョウ
マ

１９
６２

．７
．２

池
田

町
　旭

町
牧

場
ｙ，

ｙｏ
ｓｈ

ｉｄａ
37

2
0
1
6
-
3
4
2

バ
ラ科

S
p
i
r
a
e
a
 
s
a
l
i
c
i
f
o
l
i
a
 
L
.

ホザ
キシ

モ
ツケ

１９
６３

．８
．３

池
田

町
旭

町
ｙ，

ｙｏ
ｓｈ

ｉｄａ
38

2
0
1
6
-
3
6
9

バ
ラ科

A
r
u
n
c
u
s
 
d
i
o
i
c
u
s
 
(
W
a
l
t
e
r
)
 
F
e
r
n
a
l
d
 
 
v
a
r
.
k
a
m
t
s
c
h
a
t
i
c
u
s
(
M
a
x
i
m
.
)
 
H
.
H
a
r
a

ヤ
マ
ブ
キシ

ョウ
マ

１９
６０

．７
．１

３
池

田
町

　旭
町

牧
場

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

39
2
0
1
6
-
3
6
5

バ
ラ科

P
a
d
u
s
 
a
v
i
u
m
 
M
i
l
l
.

エ
ゾノ

ウワ
ミズ

ザ
クラ

１９
６２

．５
．２

１
浦
幌
町
万
年

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

41
2
0
1
6
-
3
3
7

バ
ラ科

S
p
i
r
a
e
a
 
p
r
u
n
i
f
o
l
i
a
 
S
i
e
b
o
l
d
 
e
t
 
Z
u
c
c
.

シジ
ミバ

ナ
１９

６３
．６

．２
９

池
田
町
旭
町

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

42
2
0
1
6
-
3
3
8

バ
ラ科

R
o
s
a
 
n
i
p
p
o
n
e
n
s
i
s
 
C
r
e
p
.

タカ
ネ
バ
ラ

１９
６３

．６
．２

９
池
田
町
旭
町

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

43
2
0
1
6
-
3
8
2

バ
ラ科

R
o
s
a
 
r
u
g
o
s
a
 
T
h
u
n
b
.

ハ
マ
ナ
シ

１９
６３

．６
．２

９
浦
幌
町
厚
内

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

35
2
0
1
6
-
3
8
1

マ
メ科

T
r
i
f
o
l
i
u
m
 
l
u
p
i
n
a
s
t
e
r
 
L
.

シャ
ジク

ソウ
１９

６２
．７

．１
３

大
津
原
生
花
園

ｍ，
ｄｏ

ｈｉ＆
ｙ，

ｙｏ
ｓｈ

ｉｄａ
36

2
0
1
6
-
4
2
0

マ
メ科

T
h
e
r
m
o
p
s
i
s
 
l
u
p
i
n
o
i
d
e
s
(
L
.
)
 
L
i
n
k

セ
ンダ

イハ
ギ

１９
６２

．７
．１

３
大
津
原
生
花
園

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

40
2
0
1
6
-
3
6
1

マ
メ科

L
e
s
p
e
d
e
z
a
 
b
i
c
o
l
o
r
 
T
u
r
c
z
.

エ
ゾヤ

マ
ハ
ギ

１９
６０

．８
．２

５
池
田
町
旭
町

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

44
2
0
1
6
-
3
7
0

フウ
ロソ

ウ科
G
e
r
a
n
i
u
m
 
e
r
i
a
n
t
h
u
m
 
D
C
.

チ
シマ

フウ
ロ

１９
６２

．５
．２

１
浦
幌
町
新
吉
野

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

45
2
0
1
6
-
3
9
8

フウ
ロソ

ウ科
G
e
r
a
n
i
u
m
 
e
r
i
a
n
t
h
u
m
 
D
C
.

チ
シマ

フウ
ロ

１９
６２

．５
．２

１
浦
幌
町
万
年

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

46
2
0
1
6
-
4
1
8

モ
チ
ノキ

科
I
l
e
x
 
r
u
g
o
s
a
 
F
.
S
c
h
m
i
d
t

ナ
ガ
バ
ツル

ツゲ
１９

６１
．１

１．
１５

アポ
イ山

麓
ｙ，

ｙｏ
ｓｈ

ｉｄａ
47

2
0
1
6
-
3
5
5

ニ
シキ

ギ科
E
u
o
n
y
m
u
s
 
a
l
a
t
u
s
 
(
T
h
u
n
b
.
)
 
S
i
e
b
o
l
d
 
 
f
.
s
t
r
i
a
t
u
s
(
T
h
u
n
b
.
)
 
M
a
k
i
n
o

コマ
ユ
ミ

１９
６２

．９
．１

８
定
山
渓

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

48
2
0
1
6
-
3
8
9

ニ
シキ

ギ科
E
u
o
n
y
m
u
s
 
a
l
a
t
u
s
 
(
T
h
u
n
b
.
)
 
S
i
e
b
o
l
d

ニ
シキ

ギ
１９

６２
．７

．１
５

池
田
町
旭
町

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

49
2
0
1
6
-
3
8
7

スミ
レ科

V
i
o
l
a
 
a
c
u
m
i
n
a
t
a
 
L
e
d
e
b
.

エ
ゾノ

タチ
ツボ

スミ
レ

１９
６２

．６
．７

池
田
町
旭
町

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

50
2
0
1
6
-
3
7
3

スミ
レ科

V
i
o
l
a
 
h
i
r
t
i
p
e
s
 
S
.
M
o
o
r
e

サ
クラ

スミ
レ

１９
６２

．５
．１

９
池
田
町
旭
町

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

51
2
0
1
6
-
4
1
6

ミソ
ハ
ギ科

L
y
t
h
r
u
m
 
s
a
l
i
c
a
r
i
a
 
L
.

エ
ゾミ

ソハ
ギ

１９
６２

．７
．１

３
大
津
原
生
花
園

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

52
2
0
1
6
-
3
8
4

アカ
バ
ナ
科

C
h
a
m
e
r
i
o
n
 
a
n
g
u
s
t
i
f
o
l
i
u
m

(
L
.
)
 
H
o
l
u
b

ヤ
ナ
ギラ

ン
１９

６２
．７

．１
３

豊
頃
村
長
節

ｍ，
ｄｏ

ｈｉ＆
ｙ，

ｙｏ
ｓｈ

ｉｄａ
53

2
0
1
6
-
4
0
2

セ
リ科

A
n
g
e
l
i
c
a
 
g
e
n
u
f
l
e
x
a
 
N
u
t
t
.
 
e
x
 
T
o
r
r
.
 
e
t
 
A
.
G
r
a
y

エ
ゾオ

ウバ
セ
ンキ

ウ
１９

６２
．９

．８
池

田
町

　旭
町

牧
場

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

54
2
0
1
6
-
3
8
8

セ
リ科

A
n
t
h
r
i
s
c
u
s
 
s
y
l
v
e
s
t
r
i
s
 
(
L
.
)
 
H
o
f
f
m
.

コジ
ャク

１９
６２

．６
．７

池
田

町
清

見
ｙ，

ｙｏ
ｓｈ

ｉｄａ
55

2
0
1
6
-
3
9
1

セ
リ科

O
s
m
o
r
h
i
z
a
 
a
r
i
s
t
a
t
a
 
(
T
h
u
n
b
.
)
 
R
y
d
b
.

ヤ
ブ
ニ
ンジ

ン
１９

６２
．６

．１
１

池
田
町
旭
町

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

種
子
植
物
門
被
子
植
物
亜
門
双
子
葉
植
物
綱
後
生
花
被
亜
綱
（合

弁
花
類
）

56
2
0
1
6
-
3
3
9

ツツ
ジ科

L
e
u
c
o
t
h
o
e
 
g
r
a
y
a
n
a
 
M
a
x
i
m
.

ハ
ナ
ヒリ

ノキ
１９

６２
．８

．１
６

岩
内
仙
峡

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

57
2
0
1
6
-
3
5
0

ツツ
ジ科

L
e
u
c
o
t
h
o
e
 
g
r
a
y
a
n
a
 
M
a
x
i
m
.

ハ
ナ
ヒリ

ノキ
１９

６２
．９

．１
８

定
山
渓

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

58
2
0
1
6
-
3
6
7

ヤ
ブ
コウ

ジ科
A
r
d
i
s
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 
(
T
h
u
n
b
.
)
 
B
l
u
m
e

ヤ
ブ
コウ

ジ
１９

６２
．１

０．
３１

天
城
山

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

59
2
0
1
6
-
3
8
0

サ
クラ

ソウ
科

L
y
s
i
m
a
c
h
i
a
 
t
h
y
r
s
i
f
l
o
r
a
L
.

ヤ
ナ
ギト

ラノ
オ

１９
６２

．６
．１

７
池
田
町
　旭

町
牧
場

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

60
2
0
1
6
-
3
4
7

リン
ドウ

科
S
y
r
i
n
g
a
 
r
e
t
i
c
u
l
a
t
a
 
(
B
l
u
m
e
)
 
H
.
H
a
r
a

ハ
シド

イ
１９

６３
．７

．６
池
田
町
旭
町

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

61
2
0
1
6
-
4
0
3

リン
ドウ

科
S
y
r
i
n
g
a
 
v
u
l
g
a
r
i
s
 
L
.

ムラ
サ
キハ

シド
イ

１９
６２

．５
．２

１
池
田
町
西
一
条

Ａ，
Ｏｎ

ｉｓｈ
ｉ

62
2
0
1
6
-
4
2
6

リン
ドウ

科
L
i
g
u
s
t
r
u
m
 
j
a
p
o
n
i
c
u
m
 
T
h
u
n
b
.

ね
ず
み
もち

（タ
マ
ツバ

キ）
１９

６３
．１

．２
３

肥
前

島
原

深
江

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

63
2
0
1
6
-
3
6
0

リン
ドウ

科
G
e
n
t
i
a
n
a
 
t
r
i
f
l
o
r
a
 
P
a
l
l
.
 
 
v
a
r
.
j
a
p
o
n
i
c
a
(
K
u
s
n
.
)
 
H
.
H
a
r
a

エ
ゾリ

ンド
ウ

１９
６２

．８
．２

５
池
田
町
清
見

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

64
2
0
1
6
-
3
5
1

リン
ドウ

科
S
w
e
r
t
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 
(
S
c
h
u
l
t
.
)
 
M
a
k
i
n
o

セ
ンプ

リ
１９

６２
．１

０．
３１

天
城
山

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

NNoo
..

収収
蔵蔵

番番
号号

科科
名名

学学
名名

＊＊
和和

名名
採採

集集
年年

月月
日日

採採
集集

地地
採採

集集
者者

名名
65

2
0
1
6
-
4
2
4

リン
ドウ

科
T
r
i
p
t
e
r
o
s
p
e
r
m
u
m
 
t
r
i
n
e
r
v
i
u
m

(
T
h
u
n
b
.
)
 
H
.
O
h
a
s
h
i
 
e
t
 
H
.
N
a
k
a
i

ツル
リン

ドウ
１９

６２
．１

０．
３１

天
城
山

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

66
2
0
1
6
-
3
7
7

アカ
ネ
科

G
a
l
i
u
m
 
v
e
r
u
m
 
L
.
 
 
s
u
b
s
p
.
 
a
s
i
a
t
i
c
u
m

(
N
a
k
a
i
)
 
T
.
Y
a
m
a
z
.
 
v
a
r
.
 
t
r
a
c
h
y
c
a
r
p
u
m

D
C
.
エ
ゾカ

ワラ
マ
ツバ

１９
６２

．７
．２

池
田

町
　旭

町
牧

場
ｙ，

ｙｏ
ｓｈ

ｉｄａ
67

2
0
1
6
-
3
7
5

アカ
ネ
科

G
a
l
i
u
m
 
n
a
k
a
i
i
 
K
u
d
o
 
e
x
 
H
.
H
a
r
a

［ミ
ヤ
マ
キヌ

タソ
ウ］

１９
６２

．７
．２

池
田

町
　旭

町
牧

場
ｙ，

ｙｏ
ｓｈ

ｉｄａ
68

2
0
1
6
-
3
4
3

アカ
ネ
科

G
a
l
i
u
m
 
k
a
m
t
s
c
h
a
t
i
c
u
m

S
t
e
l
l
e
r
 
e
x
 
R
o
e
m
.
 
e
t
 
S
c
h
u
l
t
.
 
 
v
a
r
.
 
k
a
m
t
s
c
h
a
t
i
c
u
m

［エ
ゾノ

ヨツ
バ
ムグ

ラ］
１９

６２
．８

．１
６

岩
内
仙
峡

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

69
2
0
1
6
-
3
6
8

シソ
科

E
l
s
h
o
l
t
z
i
a
 
c
i
l
i
a
t
a
 
(
T
h
u
n
b
.
)
 
H
y
l
.

ナ
ギナ

タコ
ウジ

ュ
１９

６２
．９

．３
池
田
町
旭
町

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

70
2
0
1
6
-
3
8
6

シソ
科

A
j
u
g
a
 
c
i
l
i
a
t
a
 
B
u
n
g
e
 
 
v
a
r
.
 
v
i
l
l
o
s
i
o
r
A
.
G
r
a
y
 
e
x
 
N
a
k
a
i

カイ
ジン

ドウ
１９

６２
．６

．１
２

池
田
町
清
見

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

71
2
0
1
6
-
4
1
9

ナ
ス科

S
o
l
a
n
u
m
 
m
e
g
a
c
a
r
p
u
m

K
o
i
d
z
.

オ
オ
マ
ル
バ
ホロ

シ
１９

６２
．７

．１
３

大
津
原
生
花
園

ｍ，
ｄｏ

ｈｉ＆
ｙ，

ｙｏ
ｓｈ

ｉｄａ
72

2
0
1
6
-
4
1
5

ゴマ
ノハ

グサ
科

P
e
d
i
c
u
l
a
r
i
s
 
r
e
s
u
p
i
n
a
t
a
L
.
 
 
s
u
b
s
p
.
 
o
p
p
o
s
i
t
i
f
o
l
i
a
(
M
i
q
.
)
 
T
.
Y
a
m
a
z
.

シオ
ガ
マ
ギク

１９
６２

．７
．１

３
大
津
原
生
花
園

ｍ，
ｄｏ

ｈｉ＆
ｙ，

ｙｏ
ｓｈ

ｉｄａ
73

2
0
1
6
-
4
2
5

オ
オ
バ
コ科

P
l
a
n
t
a
g
o
 
l
a
n
c
e
o
l
a
t
a
 
L
.

ヘ
ラオ

オ
バ
コ

１９
６１

．１
０．

２８
青
森
駅
構
内

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

74
2
0
1
6
-
3
5
3

スイ
カズ

ラ科
V
i
b
u
r
n
u
m
 
w
r
i
g
h
t
i
i
 
M
i
q
.

ミヤ
マ
ガ
マ
ズミ

１９
６２

．９
．１

８
定

山
渓

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

75
2
0
1
6
-
3
4
6

キク
科

S
o
l
i
d
a
g
o
 
v
i
r
g
a
u
r
e
a
 
L
.
 
 
s
u
b
s
p
.
 
a
s
i
a
t
i
c
a
K
i
t
a
m
.

アキ
ノキ

リン
ソウ

１９
６２

．８
．２

５
池
田
町
清
見

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

76
2
0
1
6
-
3
5
7

キク
科

A
r
t
e
m
i
s
i
a
 
k
e
i
s
k
e
a
n
a
 
M
i
q
.

イヌ
ヨモ

ギ
１９

６２
．９

．１
５

池
田
町
清
見

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

77
2
0
1
6
-
3
9
4

キク
科

P
a
r
a
s
e
n
e
c
i
o
 
a
d
e
n
o
s
t
y
l
o
i
d
e
s
(
F
r
a
n
c
h
.
 
e
t
 
S
a
v
.
 
e
x
 
M
a
x
i
m
.
)
 
H
.
K
o
y
a
m
a

カニ
コウ

モ
リ

１９
６２

．５
．１

３
池
田
町
清
見

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

78
2
0
1
6
-
3
5
2

キク
科

A
i
n
s
l
i
a
e
a
 
a
p
i
c
u
l
a
t
a
 
S
c
h
.
B
i
p
.

キッ
コウ

ハ
グマ

１９
６２

．１
０．

３１
天
城
山

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

79
2
0
1
6
-
3
5
8

キク
科

P
e
r
t
y
a
 
s
c
a
n
d
e
n
s
 
(
T
h
u
n
b
.
)
 
S
c
h
.
B
i
p
.

コウ
ヤ
ボ
ウキ

１９
６２

．１
０．

３１
天
城
山

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

80
2
0
1
6
-
3
7
2

キク
科

M
a
t
r
i
c
a
r
i
a
 
m
a
t
r
i
c
a
r
i
o
i
d
e
s
(
L
e
s
s
.
)
 
C
e
d
.
P
o
r
t
e
r
 
e
x
 
B
r
i
t
t
o
n

コシ
カギ

ク
１９

６２
．６

．２
５

池
田
町
旭
町

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

81
2
0
1
6
-
3
4
1

キク
科

A
s
t
e
r
 
m
i
c
r
o
c
e
p
h
a
l
u
s
 
(
M
i
q
.
)
 
F
r
a
n
c
h
.
 
e
t
 
S
a
v
.

コン
ギク

１９
６２

．９
．１

５
池
田
町
旭
町

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

82
2
0
1
6
-
4
2
2

キク
科

T
r
i
p
l
e
u
r
o
s
p
e
r
m
u
m
 
t
e
t
r
a
g
o
n
o
s
p
e
r
m
u
m

(
F
.
S
c
h
m
i
d
t
)
 
P
o
p
e
d
.

シカ
ギク

１９
６２

．７
．２

０
釧
路

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

83
2
0
1
6
-
3
4
5

キク
科

S
o
n
c
h
u
s
 
b
r
a
c
h
y
o
t
u
s
 
D
C
.

ハ
チ
ジョ

ウナ
１９

６２
．１

０．
１

池
田
町
旭
町

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

84
2
0
1
6
-
3
7
9

キク
科

I
x
e
r
i
s
 
r
e
p
e
n
s
 
(
L
.
)
 
A
.
G
r
a
y

ハ
マ
ニ
ガ
ナ

１９
６２

．７
．１

５
大
津
原
生
花
園

ｍ，
ｄｏ

ｈｉ＆
ｙ，

ｙｏ
ｓｈ

ｉｄａ
85

2
0
1
6
-
3
6
6

キク
科

E
u
p
a
t
o
r
i
u
m
 
m
a
k
i
n
o
i
 
T
.
K
a
w
a
h
a
r
a
 
e
t
 
Y
a
h
a
r
a

ヒヨ
ドリ

バ
ナ

１９
６２

．９
．８

池
田
町
　旭

町
牧
場

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

86
2
0
1
6
-
3
6
3

キク
科

C
i
r
s
i
u
m
 
s
p
i
c
a
t
u
m
 
(
M
a
x
i
m
.
)
 
M
a
t
s
u
m
.

ヤ
マ
アザ

ミ
１９

６２
．８

．２
５

池
田
町
　旭

町
牧
場

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

87
2
0
1
6
-
3
7
1

キク
科

A
n
a
p
h
a
l
i
s
 
m
a
r
g
a
r
i
t
a
c
e
a
(
L
.
)
 
B
e
n
t
h
.
 
e
t
 
H
o
o
k
.
f
.
 
 
s
u
b
s
p
.
m
a
r
g
a
r
i
t
a
c
e
a

ヤ
マ
ホウ

コ
１９

６３
．９

．１
０

池
田

町
清

見
ｙ，

ｙｏ
ｓｈ

ｉｄａ

種
子
植
物
門
被
子
植
物
亜
門
単
子
葉
植
物
綱

88
2
0
1
6
-
3
9
0

ユ
リ科

F
r
i
t
i
l
l
a
r
i
a
 
c
a
m
t
s
c
h
a
t
c
e
n
s
i
s
(
L
.
)
 
K
e
r
 
G
a
w
l
.

クロ
ユ
リ

１９
６２

．５
．１

８
浦
幌

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

89
2
0
1
6
-
4
0
9

ユ
リ科

D
i
s
p
o
r
u
m
 
s
m
i
l
a
c
i
n
u
m

A
.
G
r
a
y

チ
ゴユ

リ
１９

６２
．６

．１
２

池
田
町
　旭

町
牧
場

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ
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2
0
1
6
-
3
9
3

ユ
リ科

S
m
i
l
a
c
i
n
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 
A
.
G
r
a
y

ユ
キザ

サ
１９

６２
．６

．１
池
田
町
旭
町

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

91
2
0
1
6
-
3
8
5

アヤ
メ科

I
r
i
s
 
s
a
n
g
u
i
n
e
a
 
H
o
r
n
e
m
.

アヤ
メ

１９
６２

．６
．１

０
池
田
町
旭
町

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

92
2
0
1
6
-
4
2
1

カヤ
ツリ

グサ
科

C
a
r
e
x
 
k
o
b
o
m
u
g
i
 
O
h
w
i

コウ
ボ
ウム

ギ
１９

６２
．７

．１
３

大
津
原
生
花
園

ｍ，
ｄｏ

ｈｉ＆
ｙ，

ｙｏ
ｓｈ

ｉｄａ
93

2
0
1
6
-
4
0
0

カヤ
ツリ

グサ
科

C
a
r
e
x
 
s
i
d
e
r
o
s
t
i
c
t
a
 
H
a
n
c
e

タガ
ネ
ソウ

１９
６２

．６
．２

５
池
田
町
旭
町

ｙ，
ｙｏ

ｓｈ
ｉｄａ

＊
和和

名名
とと採採

集集
年年

月月
日日

、、採採
集集

地地
はは
ララベベ

ルル
表表

記記
ををそそ

のの
まままま

転転
記記

ししたた
がが
、、科科

名名
、、学学

名名
はは
主主

にに
滝滝

田田
（（2

0
0
1
））のの

表表
記記

にに
従従

いい
、、新新

エエ
ンンググ

ララーー
体体

系系
でで
一一

般般
的的

なな
表表

記記
へへ

修修
正正

ししたた
。。再再

同同
定定

結結
果果

はは
和和

名名
をを［［

  ］］でで
括括

っってて
示示

ししたた
。。

＊
＊

標標
本本

レレベベ
ルル
でで
はは
和和

名名
表表

記記
にに
平平

仮仮
名名

とと片片
仮仮

名名
がが
混混

在在
ししてて

いい
るるがが

、、本本
表表

でで
はは
ララベベ

ルル
のの
表表

記記
のの
まままま

ととしし
たた
。。

　
 ＊

 和
名

と
採

集
年

月
日

、
採

集
地

は
ラ

ベ
ル

表
記

を
そ

の
ま

ま
転

記
し

た
が

、
科

名
、

学
名

は
主

に
滝

田
（
2
0
0
1
）
の

表
記

に
従

い
、

新
エ

ン
グ

ラ
ー

体
系

で
一

般
的

な
表

記
へ

修
正

し
た

。
再

同
定

結
果

は
和

名
を

［
 ］

で
括

っ
て

示
し

た
。

＊
＊

 標
本

レ
ベ

ル
で

は
和

名
表

記
に

平
仮

名
と

片
仮

名
が

混
在

し
て

い
る

が
、

本
表

で
は

ラ
ベ

ル
の

表
記

の
ま

ま
と

し
た

。
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三浦 直春：大正十五年　昭和元年　教育雑件〔その二〕

	
�

十
勝
郡
川
流
布
尋
常
小
学
校　
　
　
　
　
　

	

　
　
　
　

代
用
教
員

	

　
　

大
正
十
五
年
一
月
六
日�

桑
原　

キ
ヨ　

㊞　
　
　
　
　
　

	

　
　

河
西
支
廳
長　

那
須　

正
夫　

殿

	

第
五
一
六
號

決（
欄
外
）

	

　
　

大
正
十
五
年
一
月
六
日

裁�

十
勝
郡
川
流
布
尋
常
小
学
校
長　
　
　
　
　
　

印	
　
　

浦
幌
村
長　

殿

完（
欄
外
）

	

　
　
　
　

私
事
旅
行
願
提
出
之
件

結	

別
紙
ノ
通
リ
當
校
代
用
教
員
私
事
旅
行
願
提
出
致
し
候
条
□
□
進
達
方
御
取

票	

計
相
成
度
候
也

「
經
（
欄
外
）由□

ニ
付
可
然
□
一
□

　

一
月
七
日

	

決
済
印　
　
　
　
　
　
　
　
　

完
結
票

枠
は
朱
欄
外	

�

「
大（
青
ス
タ
ン
プ
）

正
拾
五
年
壹
月
七
日
」
㊞　
　

　

第
（
朱
）　

八
（
黒
）　

號
（
朱
）

	

　
　
　
　

私
事
旅
行
願　

㊞�

「
受
（
紫
ス
タ
ン
プ
）

付
印
有
」　
　
　
　
　
　

	
�

今
回
家
事
上
ノ
都
合
ニ
ヨ
リ
本
月
十
二
日
ヨ
リ
仝
三
十
一
日
マ
テ
往
復
二
十

間
ノ
豫
定
ヲ
以
テ
小
樽
市
砂
留
町
廿
七
番
地
永
井
方
桑
原
芳
夫
宅
マ
テ
私
事

旅
行
致
度
候
条
御
許
可
相
成
度
此
段
願
候
也

北
海
道
十

勝
郡
浦
幌

村
長
印

北
海
道
十

勝
郡
公
立

川
流
布
尋
常

小
學
校
長
印

村長

㊞

首席

㊞

合議主任

㊞

村
長
㊞

首
席
㊞

主
任
㊞

施
行
濟

完

結
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浦幌町立博物館紀要　第17号　2017年3月

	

　
　

大
正
十
四
年
九
月

	

　
　
　
　

「
神
な
か
ら
の
道
」　
　
　
　
　

普　
　

及　
　

会

	

　
　
　
　
　
　

神
宮
本
齋
会
長　
　
　
　
　

今　

泉　

定　

介

	

發　
　
　
　
　

内
勤
書
記
官　
　
　
　
　
　

池　

田　
　
　

清

	

起　
　
　
　
　

全
国
神
職
会
常
勤
理
事　
　

小　

原　

克　

麿

	

人　
　
　
　
　

宮
内
省
御
用
掛　

伯
爵　
　

二　

荒　

芳　

徳

	

　
　
　
　
　
　

内
勤
事
務
官　
　
　
　
　
　

呉　

立　
　
　

収

	

　
　
　
　

神
な
か
ら
の
道　
　

頒　

布　

規　

定

	

一
、
本
書
の
体
裁　

�

菊
版
「
ポ
プ
リ
ン
」
表
紙
サ
ッ
ク
附
○
皇
后
陛
下
御
眞

筆
「
オ
フ
セ
ッ
ト
」
印
刷
シ
タ
ル
御
歌
二
枚
○
十
二
ポ

イ
ン
ト
活
字
三
十
一
字
十
三
行
七
四
〇
余
頁
○
「
オ
フ

セ
ッ
ト
」
色
刷
六
〇
余
図
○
巻
末
御
歌
所
員
ノ
歌
数
員

	

一
、�

本
書
ハ
印
刷
実
費
壹
部
金
弐
円
八
拾
銭
（
外
送
料
要
ス
）
ヲ
以
テ
希
望

者
ニ
頒
ツ
希
望
ノ
向
ハ
部
数
送
先
ヲ
明
記
シ
料
金
及
送
料
ヲ
添
付
シ
本

会
宛
申
込
ア
リ
タ
シ

	

一
、
申
込
期
限　
　

大
正
十
四
年
十
一
月
三
十
日
限

	

一
、
刊
行
期
日　
　

大
正
十
五
年　

一
月
二
十
日

	

　
　
　
　

申
込
順
ニ
送
本
ス

	

一
、
送　
　

料

	

　
　
　
　
　
　
　

東
京
市
内　

金　

六
銭　

壹　

灣
、
樺
太　

金　

四
十
銭

	

　
　

壹
部
ニ
付

	

　
　
　
　
　
　
　

地　
　

方　

金
十
八
銭　

關
東
庁
、
朝
鮮　

金
五
十
二
銭

	

一
、
申
込
ハ
振
替
口
座
東
京
七
三
二
五
一
番
ヲ
利
用
セ
ラ
ル
ヽ
ヲ
使
□
ト
ス

多
く
或
は
團
体
に
し
て
そ
の
翻
刻
を
願
ひ
出
る
も
の
個
人
と
し
て
拝
戴
の
道

あ
り
此
を
伺
ひ
出
る
者
等
そ
の
数
少
な
か
ら
ざ
り
し
か
故
に
宮
内
省
に
て
は

今
回
内
務
省
神
社
局
に
そ
の
御
蔵
版
を
貸
附
し
て
こ
の
書
の
發
行
議
許
セ
リ

茲
に
於
て
神
社
局
は
「
神
に
か
ら
の
道
」
普
及
会
議
起
さ
し
□
今
や
初
發
て

世
上
一
般
に
読
書
の
頒
布
を
見
る
に
至
り
た
る
は
洵
に
感
激
に
堪
さ
る
所
な

り
茲
に
進
講
の
陪
聴
を
差
し
許
さ
り
し
た
る
栄
光
を
想
ひ
つ
ヽ
敢
え
て
本
書

出
版
に
關
す
る
經
題
を
一
言
す
と
云
爾

	

　
　

大
正
十
四
年
十
月

	

　
　
　
　

「
神
な
か
ら
の
道
」
刊
行
ニ
就
て

	
�

皇
后
陛
下
敬
神
の
御
心
深
く
ま
し
ま
し
て
秀
推
の
宮
に
貴
般
の
社
に
□
其
の

他
の
社
々
に
御
参
拝
遊
ば
さ
る
ヽ
な
と
洵
に
欽
仰
掲
く
能
ハ
さ
る
所
な
り
陛

下
大
正
十
三
年
春
夏
の
頃
東
京
帝
国
大
学
教
授
筧
克
彦
博
士
を
召
し
て
「
神

な
か
ら
の
道
」
を
進
講
せ
し
□
ら
こ
御
聴
講
八
回
痛
く
御
心
に
か
な
わ
せ
ら

れ
今
回
之
か
講
演
□
□
を
上
□
□
セ
し
□
給
い
て
全
国
各
官
國
弊
社
に
御
寄

贈
遊
は
さ
り
し
く
こ
と
は
國
民
の
當
に
感
奮
興
起
す
へ
き
こ
と
に
属
す

	
�

熟
々
、
我
現
代
の
世
想
を
通
観
す
る
に
思
想
界
は
混
沌
と
し
て
人
心
動
く
も

□
□
ハ
危
□
編
僻
に
添
ら
ん
と
す
之
か
国
救
は
一
に
我
か
国
体
観
念
の
明
暢

に
俟
た
さ
る
べ
可
ら
す
吾
人
は
此
の
際
陛
下
の
御
思
召
越
奏
戴
し
廣
く
推
神

の
大
道
を
宣
布
す
る
の
必
要
切
な
る
ヲ
思
ふ

	
�

内
務
省
付
宮
内
当
局
の
諒
解
ヲ
経
茲
に
本
書
を
公
刊
し
以
て
国
民
教
化
の
資

に
寄
與
せ
ん
と
す
於
是
吾
人
同
志
相
諮
り
内
務
當
局
と
協
力
し
本
書
の
普
及

徹
底
を
期
す
へ
く
「
神
な
か
ら
の
道
」
普
及
会
ヲ
組
織
せ
り
本
会
は
因
よ
り

営
利
を
目
的
と
す
る
も
の
に
あ
ら
さ
る
が
故
に
之
□
か
提
供
は
実
費
を
以
て

す
此
の
様
に
於
け
る
本
書
を
汎
く
頒
つ
こ
と
を
得
バ
独
り
本
会
の
目
的
を
達

成
す
る
の
み
に
あ
ら
す
又
以
て
国
家
社
会
に
貢
献
す
る
の
尠
か
ら
る
確
信
す

江
湖
諸
賢
冀
く
ハ
此
の
擧
を
賛
成
同
好
知
人
の
間
に
推
奨
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
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教
第
一
九
七
〇
號　

㊞�

「
受
（
紫
ス
タ
ン
プ
）

付
印
有
」　
　
　
　
　
　
　
　

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㊞　
　
　
　
　
　

	

　
　

大
正
十
四
年
十
一
月
二
日

	
�

河
西
支
廳
長　

那
須　

正
夫　
　
　
　
　
　

	

　
　

各
町
村
長　

殿

	

　
　
　
　

「
神
な
か
ら
の
道
」
普
及
ニ
關
ス
ル
件

	
�

曩
キ
ニ
皇
后
陛
下
ヨ
リ
神
宮
並
官
國
弊
社
ニ
御
寄
贈
ニ
係
ル
「
神
な
か
ら
の

道
」
ノ
複
製
普
及
ニ
關
シ
別
紙
ノ
趣
旨
要
領
ニ
依
リ
之
カ
普
及
ヲ
図
ル
コ

ト
ヽ
相
成
候
趣
ヲ
以
テ
其
筋
ヨ
リ
照
会
ノ
次
第
モ
有
之
候
処
右
ハ
国
民
教
化

上
極
メ
テ
機
宜
ヲ
得
タ
ル
企
画
ト
被
存
候
ニ
付
貴
［
管
（
削
除
）内
貴
市
］
「
部
（
加
筆
））
」

内
）
官
公
衛
学
校
、
社
寺
其
他
公
私
團
体
等
普
及
方
御
配
意
ノ
上
所
要
部
数

取
纏
メ
十
一
月
十
五
日
迄
ニ
御
回
報
相
成
度

	

　
　
　
　

「
神
な
か
ら
の
道
」
頒
布
ニ
就
い
て

	
�

宮
内
省
御
用
掛
伯
爵　

二
荒　

芳
徳
謹
誠　
　

	
�

皇
后
陛
下
に
は
豫
て
よ
り
敬
神
の
御
念
慮
厚
く
渡
ら
せ
ら
れ
理
想
信
念
の
御

討
究
に
御
心
を
潜
□
さ
せ
れ
殊
に
皇
内
神
典
の
御
造
詣
深
く
そ
の
御
実
修
を

重
ね
さ
せ
給
へ
る
こ
と
洵
に
有
り
難
き
極
み
な
る
か
雲
上
の
御
事
と
て
従
来

廣
く
江
湖
の
拝
聴
せ
さ
り
し
所
な
り

	
�

然
る
に
大
正
三
、
四
年
の
頃
東
京
帝
國
大
学
教
授
法
学
博
士
筧
克
彦
氏
か
古

神
道
ニ
就
い
て
研
究
深
き
由
上
聞
に
達
し
そ
の
著
書
を
も
御
覧
あ
ら
セ
ウ
□

ざ
る
か
時
移
り
て
大
正
十
三
年
二
月
の
末
よ
り
同
五
月
初
に
亘
る
間
「
神
な

か
ら
の
道
」
と
云
ふ
題
に
し
て
斯
道
の
大
要
を
聞
こ
し
召
さ
れ
た
り
次
い
て

い
と
も
畏
き
思
召
を
以
て
そ
の
御
進
講
し
奉
れ
る
所
を
特
別
の
装
幀
に
作
ら

し
め
克
っ
官
國
弊
社
ニ
御
寄
贈
あ
ら
せ
給
ひ
又
廣
く
側
近
者
に
拝
読
せ
し
□

給
ふ
や
う
仰
セ
出
さ
り
し
下
賜
あ
り
た
る
事
は
既
に
世
上
の
悉
知
す
る
所
な

り
、
こ
れ
を
聞
き
及
ひ
た
る
國
民
中
そ
の
書
の
拝
読
を
熱
望
す
る
も
の
頗
る

	

　
　
　
　

「
神
な
が
ら
の
道
」
及
教
育
参
考
資
料
購
入
ノ
件

	
�

本
月
七
日
附
浦
第
三
三
二
八
及
浦
第
三
三
二
九
號
ヲ
以
テ
御
照
会
相
成
候
標

記
ノ
件
先
ノ
通
リ
購
入
仕
リ
度
此
段
及
申
込
候
也

	
　
　

神
な
が
ら
の
道　
　

壹　

部

	

　
　

教
育
参
考
資
料　
　

壹　

部

	

大
正
十
四
年
一
一
月
六
日
發
議　

大
正
〃
年
〃
月
七
日
議
決　

大
正
〃
年
〃
月
七
日
發
送
㊞　

浄
書　

校
合

	

　
　

村
長　

㊞　
　

首
席　
　

合
議�

主
任　

發
議
者　

㊞　
　

	

番
號　

浦
第
三
三
二
八
號　
　

發
信
者　
「
村（
加
筆
）長
」

	

宛
名　

各
小
学
校
長
、
特
別
教
授
場
、
各
青
年
團
、
処
女
会　

宛

	

件
名　
「
神
な
が
ら
の
道
」
普
及
ニ
關
ス
ル
件

	

曩
ニ

	
�

皇
后
陛
下
ヨ
リ
神
宮
並
官
國
弊
社
ニ
御
寄
贈
ニ
係
ル
「
神
な
が
ら
の
道
」
ヲ

複
製
シ
左
記
頒
布
規
定
ニ
依
リ
之
カ
普
及
ヲ
図
ル
コ
ト
ヽ
相
成
候
趣
ヲ
以
テ

此
ノ
筋
ヨ
リ
照
會
ノ
次
第
モ
有
之
候
處
右
ハ
國
民
教
化
上
極
メ
テ
機
宜
ヲ
得

タ
ル
企
画
ト
被
存
候
ニ
付
テ
ハ
一
般
ニ
普
及
方
御
配
意
ノ
上
所
要
部
数
取
纏

メ
来
ル
十
二
日
迄
ニ
当
役
場
ニ
御
申
込
相
成
度
候
也

	
�「

学
（
朱
加
筆
）
校
長
ニ
対
シ
」�

追
而
学
校
備
品
ト
シ
テ
購
入
ス
ル
ハ
乍
遺
憾
經
費
ノ
都
合

上
不
能
ニ
付
御
了
知
相
成
度
申
添
候
也

	

　
　

神
な
が
ら
の
道　

頒
布
規
定

	

　
　
　

支
廳
ヨ
リ
来
書
通
リ
謄
写
ノ
事
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件
名　
「
神
な
が
ら
の
道
」
配
本
方
ノ
件

	
�

客
月
二
日
附
教
第
一
九
七
〇
號
ヲ
以
テ
御
照
會
有
之
候
標
題
ノ
件
参
部
送
本

方
御
取
計
送
成
度
申
込
候
也

	

　
　
　
　

申　

込　

調

	

　
　

貴
老
路
處
女
會　
　
　

壹　

部

	

　
　

留
真
小
学
校　
　
　
　

壹　

部

	

　
　

中　

村　
　
　

茂　
　

壹　

部

	

第
六
九
号�

「
受
（
紫
ス
タ
ン
プ
）

付
印
有
」　
　
　
　
　
　
　

	

　
　

大
正
十
四
年
十
一
月
十
二
日

�

貴
老
路
尋
常
小
学
校
長　

小
林　

朔
吉　
　
　
　
　
　

	

　
　

浦
幌
村
長　

石
原　

重
方　

殿

	

　
　
　
　

「
神
な
が
ら
の
道
」
ニ
干
ス
ル
件

	
�

浦
第
三
三
二
八
号
ニ
テ
御
照
會
ノ
本
件
貴
老
路
処
女
會
ニ
於
デ
壹
部
希
望
ノ

由
ニ
付
此
段
申
込
候
也

	

　
　
　
　
　
　

㊞

	

第
三
八
八
號�

「
受
（
紫
ス
タ
ン
プ
）

付
印
有
」　
　
　
　
　
　

　

	
　
　

大
正
十
四
年
十
一
月
十
一
日

	
�

留
真
尋
常
小
學
校
長　

花
見　

八
百
三　
　
　
　
　
　

	

　
　

浦
幌
村
長　

石
原　

重
方　

殿

	

一
、
送　
　

料

	

　
　
　
　
　
　
　

東
京
市
内　

金　

六
銭　

壹　

灣
、
樺
太　

金　

四
十
銭

	
　
　

壹
部
ニ
付

	
　
　
　
　
　
　
　

地　
　

方　

金
十
八
銭　

關
東
廳
、
朝
鮮　

金
五
十
五
銭

	
一
、
申
込
ハ
振
替
口
座
東
京
七
三
二
五
一
番
ヲ
利
用
セ
ラ
ル
ヽ
ヲ
便
宜
ト
ス

	

神
な
が
ら
の
道
普
及
會

	

　
　

事
務
所
東
京
市
外
下
渋
谷

	

　
　

皇
典
講
究
所
内

	
　
　

電
話
青
山
五
七
八
五
番　

五
七
八
七
番

	
　
　

振
替
東
京
七
三
二
五
一
番

	

　
　
　
　

申　

込　

書

	

一
、
神
な
が
ら
の
道　
　
　
　

部

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
金

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

送
料

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計

	

右
送
本
送
成
度
料
金
添
付
申
込
候
也

	

　
　
　

送
本
先

	

　
　
　
　
　

氏
名

	

　
　

神
な
が
ら
の
道
普
及
會　

御
中

	

大
正
十
四
年
十
二
月
二
五
日
發
議　

大
正
〃
年
〃
月
７
日
議
決　
「
大（紫
ス
タ
ン
プ
）

正
拾
四
年
十
二
月
廿
五
日
」發
送
㊞　

浄
書　

校
合

	

　
　

村
長　

㊞　
　

首
席　
　

合
議�

主
任　

發
議
者　

㊞　
　

	

番
號　

浦
第
三
三
二
八
號　
　

發
信
者　
「
村（
加
筆
）長
」

	

宛
名　

河
西
支
廳
長　

宛

北
海
道
十
勝
郡

留
真
尋
常

小
學
校
長
印

北
海
道
十

勝
郡
公
立

貴
老
路
尋
常

小
學
校
長
印
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完（
欄
外
）

	

「
申
（
青
イ
ン
ク
加
筆
）

込
期
間
經
過
ニ
付�

教
育
係　
　

結	

　
　
　

此
侭
□
□
□
□
」

票	

　
　

浦
幌
村
役
場

	

　
　
　
　
　
　

教
育
係　

御
中

	

完
結
票

枠
は
朱
欄
外

　

第
（
朱
）　

七
（
黒
）　

號
（
朱
）

	

　
　

神
な
か
ら

	

　
　

の　
　

道　
　

頒　

布　

規　

定

	

本
書
ノ
体
裁

	

一
、�

本
書
ハ
印
刷
實
費
壹
部
金
貳
圓
八
拾
銭
【
外
ニ
送
料
ヲ
要
ス
】
ヲ
以
テ

希
望
者
ニ
頒
ツ

	

一
、�

希
望
ノ
向
ハ
部
數
、
送
先
ヲ
明
記
シ
料
金
及
送
料
ヲ
添
付
シ
本
會
宛
申

込
マ
ダ
タ
シ

	
一
、
申
込
期
限　

大
正
十
四
年
十
一
月
三
十
日
限

	

一
、
刊
行
期
日　

大
正
十
五
年　

一
月
二
十
日

	

　
　
　
　

申
込
順
ニ
送
本
ス

	

　
　

大
正
十
四
年
十
一
月
三
日�

㊞　
「
受
（
紫
ス
タ
ン
プ
）

付
印
有
」　
　
　
　
　
　

	
�

河
西
支
廳
長　

那
須　

正
夫　
　

	
　
　

各
町
村
長　

殿

	
�

文
部
省
普
通
学
務
局
ヨ
リ
今
般
全
道
教
職
員
諸
氏
ノ
参
考
ニ
資
ス
ル
為
メ
本

省
開
設
第
三
十
七
回
視
学
講
習
会
ニ
於
ケ
ル
左
記
講
演
ヲ
速
記
シ
講
師
ノ
検

閲
ヲ
經
テ
帝
国
地
方
行
政
学
令
（
東
京
市
京
橋
区
）
ヲ
シ
テ
発
行
セ
シ
ム
ル

事
ニ
相
成
候
就
ハ
貴
部
内
関
係
者
へ
周
知
方
同
局
ヨ
リ
依
頼
越
ニ
付
可
然
御

配
慮
ノ
上
希
望
ノ
向
ハ
当
廳
迄
申
込
マ
ル
ヽ
様
致
度
右
御
依
頼
迄

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

	

一
、
本
邦
教
育
の
精
神

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
部
次
官　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　

浦　

鎭
次
郎

	

二
、
教
育
ノ
新
思
潮
と
批
判

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
高
等
師
範
学
校
文
学
博
士　

大　

瀬　

甚
太
郎

	

三
、
普
通
教
育
ノ
実
際

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
部
省
監
学
官　
　
　
　
　
　
　

森　

岡　

常　

藏

	

四
、
衆
議
院
議
員
選
挙
法
ノ
要
旨

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
務
事
務
官　
　
　
　
　
　
　
　

坂　
　
　

千　

秋

	

定
價
ハ
一
部
金
壱
円　

送
料
金
拾
四
銭

	

　

追
テ
貴
役
場
ニ
於
テ
便
宜
取
纏
メ
當
方
ヘ
御
申
込
相
成
度

	
�

㊞　
　
　
　
　
　

	
�

神
な
か
ら
ノ
道
御
申
込
相
成
處
道
廳
申
込
期
限
ハ
已
ニ
經
過
ニ
有
之
別
紙
□

□
御
送
付
候
条
直
接
御
申
込
可
能
ト
存
候

	

　
　

十
一
月
廿
一
日

	
�

河
西
支
廳　
　
　
　
　
　

菊
版
【
ボ
ブ
リ
ン
】
表
紙
サ
ッ
ク
附
○
皇
后
陛
下
御
眞
筆
ヲ
【
オ
フ
セ
ッ
ト
】
印

刷
シ
タ
ル
一
、
御
歌
二
枚
○
十
二
ポ
イ
ン
ト
活
字
三
十
一
字
詰
十
三
行
七
四
〇
餘

頁
○
【
オ
フ
セ
ッ
ト
】
色
刷
六
〇
餘
圓
○
巻
末
ニ
御
歌
竝
御
歌
所
員
ノ
歌
數
頁

村
長
㊞

首
席
㊞

主
任
㊞

施
行
濟

完

結
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第
七
〇
号　

㊞�

「
受
（
紫
ス
タ
ン
プ
）

付
印
有
」　
　
　
　
　
　
　

	

　
　

大
正
十
四
年
十
一
月
十
二
日

�

貴
老
路
尋
常
小
学
校
長　

小
林　

朔
吉　
　
　
　
　
　

	

　
　

浦
幌
村
長　

石
原　

重
方　

殿

	

　
　
　
　

教
育
参
考
資
料
刊
行
ニ
干
ス
ル
件

	

去
ル
七
日
附
浦
第
三
、
三
二
九
号
ニ
テ
御
照
会
ノ
本
件
左
記
及
回
答
候
也

	

一
、
第
三
十
七
回
視
学
講
習
会
ニ
於
ケ
ル
講
習
速
記　

壹
部

	

大
正
十
四
年
一
一
月
六
日
發
議　

大
正
〃
年
〃
月
７
日
議
決　

大
正
〃
年
〃
月
７
日
發
送　

浄
書
㊞　

校
合

	

　
　

村
長　

㊞　
　

首
席　

㊞　
　

合
議�

主
任　

發
議
者　

㊞　
　

	

番
號　

浦
第
三
、
三
二
九
號　
　

發
信
者　
「
村（
加
筆
）長
」

	

宛
名　

各
学
校
長　

宛

	

件
名　

教
育
参
考
資
料
刊
行
ニ
關
ス
ル
件

	
�

今
般
教
職
員
講
義
ノ
参
考
ニ
資
ス
ル
為
メ
文
部
省
開
設
第
三
十
七
回
視
学
講

習
会
ニ
於
ケ
ル
左
記
講
演
ヲ
速
記
シ
講
師
ノ
検
閲
ヲ
經
テ
發
行
相
成
候
ニ
付

テ
ハ
各
位
ニ
周
知
方
其
筋
ヨ
リ
依
頼
越
候
条
御
希
望
ノ
向
ハ
当
役
場
迄
至
急

申
込
相
成
度
候

	

　

�

追
而
經
費
ノ
都
合
上
学
校
備
品
ト
シ
テ
購
入
ス
ル
ハ
不
可
能
ニ
付
御
了
知

相
成
度
申
添
候

	
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

	
　
　

支
廳
ヨ
リ
来
書
ノ
左
記　

追
テ
書
ヲ
除
ク
全
部

枠
は
朱
欄
外

　

第
（
朱
）　

六
（
黒
）　

號
（
朱
）

	

大
正
十
四
年
十
二
月
二
五
日
發
議　

大
正
〃
年
〃
月
〃
日
議
決　
「
大

（
紫
ス
タ
ン
プ
）

正
拾
四
年
三
月
廿
五
日
」發
送　

浄
書　

校
合

	

　
　

村
長　

㊞　
　

首
席　
　

合
議�

主
任　

發
議
者　

㊞　
　

	

番
號　

浦
第
三
三
二
九
號　
　

發
信
者　
「
村（
加
筆
）長
」

	

宛
名　

河
西
支
廳
長　

宛
	

件
名　

教
育
参
考
資
料
ノ
件

	
�

客
月
三
日
付
御
照
会
相
成
候
第
三
十
七
回
視
学
講
習
會
ニ
於
ケ
ル
講
演
集
四

部
入
用
ニ
付
配
本
方
御
取
扱
相
成
度
申
込
候
也

	

　
　
　
　

申　

込　

調

	

　
　

吉
野
小
学
校　
　
　
　

壱　

部

	

　
　

貴
老
路
小
学
校　
　
　

壱　

部

	

　
　

留
真
小
学
校　
　
　
　

壱　

部

	

　
　

山　

田　

秀　

雅　
　

壱　

部

	

　
　

大
正
十
四
年
十
一
月
十
三
日

	
�

吉
野
尋
常
小
学
校
長　

塩
淵　
　

一　
　
　
　
　
　

	

　
　

浦
幌
村
長　

石
原　

重
方　

殿　
「
受
（
紫
ス
タ
ン
プ
）

付
印
有
」

　
　
　
　
　
　

	

　
　
　
　

教
育
参
考
資
料
ニ
關
ス
ル
件

	
�

過
般
御
通
知
ニ
接
シ
申
候
教
育
参
考
資
料
当
校
ニ
於
テ
モ
一
部
入
用
ニ
付
御

手
数
ナ
ガ
ラ
御
申
込
相
成
度
候
也

北
海
道
十

勝
郡
公
立

吉
野
尋
常

小
學
校
長
印

北
海
道
十

勝
郡
公
立

貴
老
路
尋
常

小
學
校
長
印
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㊞　
　
　
　
　
　

決（
欄
外
）

	

「
浦（
加
筆
）第
三
，
八
〇
一
號
」�

㊞　
　

裁	
　

教
第
二
、
三
六
一
號　

�

「
受
（
紫
ス
タ
ン
プ
）

付
印
有
」　
　
　
　
　
　

印	
　
　
　
　
　
　

「
十（
加
筆
）二
月
二
十
五
日
」　

㊞

	

　
　

大
正
十
四
年
十
二
月
二
十
一
日

完（
欄
外
）

	
�

「
村（
加
筆
）長
」　
　
　
　
　
　

結	
�

河
西
支
廳
長　

那
須　

正
夫　
　

票	

　

「
各（
加
筆
）小
学
校
長　

殿
」

	

　
　

各
町
村
長　
　

殿

	

　
　
　
　

小
學
校
教
員
検
定
願
添
付
履
歴
書
ノ
件

	
�

小
學
校
教
員
及
幼
稚
園
保
姆
検
定
（
無
試
験
検
定
）
出
願
ノ
場
合
ハ
小
學
校

教
員
及
幼
稚
園
保
姆
検
定
細
則
第
二
号
書
式
ニ
據
ル
履
歴
書
添
付
ス
ヘ
キ
ニ

住
々
違
式
ノ
モ
ノ
有
之
照
復
其
ノ
繁
ニ
堪
ヘ
ス
候
條
尓
今
検
定
出
願
ノ
場
合

ハ
規
定
ノ
書
式
ニ
ヨ
リ
提
出
相
成
候
様
（
貴
部
内
各
校
ニ
周
知
方
御
取
計
相

成
度
此
段
及
照
会
候
也
）
此
度
旨
其
ノ
筋
候
旨
ヨ
リ
通
牒
有
之
候
条
御
了
知

相
成
度
及
移
牒
候
也

	

決
済
印　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

完
結
票

枠
は
朱
欄
外

　

第
（
朱
）　

五
（
黒
）　

號
（
朱
）

	

浦
第
三
、
三
二
九
號�

（
受
付
印
有
）
）　
　
　
　
　
　

	

　
　

大
正
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日　

㊞

	
�

浦
幌
村
長　

石
原　

重
方　
　
　
　
　
　

	

　
　

河
西
支
廳
長　

那
須　

正
夫　

殿

完（
欄
外
）

	
�

下
部
に
付
箋
有　
　

結	

　
　
　
　

教
育
参
考
資
料
ノ
件

票	
�

客
月
三
日
付
御
照
会
相
成
候
第
三
十
七
回
視
学
講
習
会
ニ
於
ル
講
演
資
料
四

部
入
用
ニ
付
配
本
方
御
取
計
相
成
度
申
込
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
部
付
箋
文　
　
　
　
　
　

�

「
期
限
後
ニ
付
直
接
発
行
所
ヘ
御
注
文
相
成
致
度
」

	

完
結
票

「
申
（
欄
外
加
筆
）

込
期
限
經
過
ニ
付

　

此
侭
完
結
□
一
□
」

北
海
道
十

勝
郡
浦
幌

村
長
印

村長

㊞

首席合議主任

㊞

（　
　
　
　
　

）

村
長
㊞

首
席
㊞

主
任
㊞

施
行
濟

完

結

村
長
㊞

首
席
㊞

主
任
㊞

施
行
濟

完

結
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㊞

	

教
第
二
、
三
五
一
號�

㊞　
　

	
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㊞　

�

「
受
（
紫
ス
タ
ン
プ
）

付
印
有
」　
　
　
　
　
　

	
　
　

大
正
十
四
年
十
二
月
二
十
一
日

	
�

河
西
支
廳
長　

那
須　

正
夫　

　

	

　
　

各
町
村
長　

殿
	

　
　
　
　

育
英
事
業
ニ
關
ス
ル
調
査
ノ
件

	
�

標
記
ノ
件
調
査
上
必
要
有
之
候
趣
ヲ
以
テ
其
ノ
筋
ヨ
リ
照
会
越
候
條
貴
部
内

團
体
及
個
人
ニ
於
テ
育
英
事
業
ニ
關
ス
ル
施
設
ヲ
講
ス
ル
モ
ノ
ニ
付
左
記
事

項
御
取
調
ノ
上
本
月
二
十
八
日
迄
ニ
当
廳
ニ
到
達
ス
ル
様
御
回
報
相
成
度

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

左　

記

	

　
　
　
　

育
英
事
業
ニ
關
ス
ル
調
査
事
項

	

追
テ
右
施
設
ニ
關
ス
ル
参
考
ノ
印
刷
物
ア
ラ
ハ
添
付
ノ
コ
ト

	

尚
右
ニ
關
シ
施
設
無
之
場
合
ハ
其
ノ
旨
御
回
報
相
成
度
為
念
申
添
ヘ
候

	

大
正
十
四
年
十
二
月
二
五
日
發
議　

大
正
〃
年
〃
月
〃
日
議
決　
「
大
紫
ス
タ
ン
プ
正
拾
四
年
三
月
廿
五
日
」發
送
㊞　

浄
書
㊞　

校
合
㊞

	

　
　

村
長　

㊞　
　

首
席　
　

合
議�

主
任　

發
議
者　

㊞　
　

	

番
号　

浦
第
三
、
七
一
三
號　
　

発
信
者　
「
村（
村
長
）長
」

	

宛
名　

川
上
尋
常
小
学
校
長　

宛

	

件
名　

講
習
會
出
席
旅
費
支
出
ニ
干
ス
ル
件

完（
欄
外
）

	
�

十
二
月
十
四
日
付
ヲ
以
テ
旭
川
市
ニ
於
テ
開
催
セ
ラ
ル
ヽ
体
育
遊
技
講
習
會

結	

出
席
特
別
旅
費
支
出
方
御
請
求
相
成
候
處
經
費
ノ
都
合
［
支（
削
除
）出
兼
相
成
］

票	

「
支（
加
筆
）障
有
之
」
候
條
御
了
承
有
之
度
別
紙
返
戻
［
此（
削
除
）段
及
回
答
］
候
也

	

　
　

（
出
張
命
令
申
請
書
返
付
ノ
事
）

　
　
　
　
　

 　

完
結
票

枠
は
朱
欄
外

　

第
（
朱
）　

四
（
黒
）　

號
（
朱
）

	

　
　
　
　
　
　

㊞

	

　
　

大
正
十
四
年
十
二
月
十
四
日　

�

「
受
（
紫
ス
タ
ン
プ
）

付
印
有
」　

 　
　
　
　
　
　

�

川
上
尋
常
小
学
校
長　

蓬
田　

新
助　
　
　
　
　
　

	

　
　

浦
幌
村
長　

石
原　

重
方　

殿

�

㊞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	
	

　
　
　
　

講
習
会
出
席
旅
費
支
出
ニ
干
ス
ル
件

	
�

当
職
儀
大
正
十
五
年
一
月
四
日
ヨ
リ
八
日
迄
五
日
間
旭
川
廳
立
女
学
校
ニ
関

係
ノ
体
育
遊
技
講
習
ヘ
入
学
研
究
致
度
希
望
ニ
テ
過
般
本
校
研
究
会
関
係
ノ

際
出
會
ヲ
見
合
セ
居
候
次
第
此
際
旭
川
講
習
會
出
席
ニ
特
別
旅
費
支
給
相
成

度
別
紙
出
張
命
令
申
請
候
條
貴
職
ノ
同
意
ヲ
要
ス
ル
件
ニ
付
旅
費
支
出
同
意

ノ
旨
添
付
御
送
達
相
成
度
此
段
御
請
求
候
也

北
海
道
十

勝
郡
公
立

川
上
尋
常

小
學
校
長
印

育
英
事
業
施
設
ノ
名
称

同
上
事
務
所
々
在
地

同
上
代
表
者
氏
名

同
上
ノ
有
ス
ル
資
産
額

村
長
㊞

首
席
㊞

主
任
㊞

施
行
濟

完

結
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㊞

	

教
第
二
、
三
六
三
號�

㊞　
　
　
　
　
　

	
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㊞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	
　
　

大
正
十
四
年
十
二
月
二
十
四
日

	
�

河
西
支
廳
長　

那
須　

正
夫　
　

割（
欄
外
）印	

　
　

「
浦（
加
筆
）幌
」　

殿
	

　
　
　
　

市
町
村
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
第
三
條
後

完（
欄
外
）

	

　
　
　
　

段
ニ
依
ル
大
正
十
四
年
度
交
付
金
交
付
ノ
件

結	
�

市
町
村
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
第
三
條
後
段
ニ
依
ル
大
正
十
四
年
度
き
部

票	
�

内
ニ
対
ス
ル
交
付
金
額
左
記
ノ
通
リ
決
定
相
成
候
旨
其
ノ
筋
ヨ
リ
通
牒
有
之

	

候
ニ
付
後
承
知
相
成
度
此
段
及
通
牒
候
也

	

　

�

追
テ
金
券
ハ
其
ノ
筋
ヨ
リ
直
接
貴
町
村
ニ
対
シ
交
付
可
相
成
候
條
後
了
知

相
成
度
申
添
ヘ
候

枠
は
朱
欄
外	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

左　

記

　

第
（
朱
）　

二
（
黒
）　

號
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※
原
資
料
は
浦
幌
町
立
博
物
館
で
収
蔵
し
て
い
ま
す
が
、
資
料
の
劣
化
防
止
な
ど
の
た
め
、
展
示

公
開
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
調
査
・
研
究
上
の
理
由
で
必
要
な
場
合
に
は
、
所
定
の
手
続
き
に
よ
り

閲
覧
す
る
事
が
可
能
で
す
。
原
資
料
の
閲
覧
が
必
要
な
場
合
は
、
博
物
館
ま
で
お
問
合
せ
下
さ

い
。

�

〔
浦
幌
町
立
博
物
館
学
芸
員
〕

　
教  
育  
雑  

件
〔
そ
の
二
〕

大
正
十
五
年

昭
和
元
年

資
料
紹
介

三
　
浦
　
直
　
春
　
解
読
　

浦
幌
村
役
場
　

　

本
報
は
、
浦
幌
町
立
博
物
館
所
蔵
の
「
大
正
十
五
年　

昭
和
元
年　

教
育
雑
件
」

（
浦
幌
村
役
場
）
簿
冊
に
綴
ら
れ
た
各
文
書
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
（
図
１
）
。

各
文
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
に
目
録
が
綴
ら
れ
て
お
り
、
紀
要
第
１
６
号

（
２
０
１
６
年
発
行
）
に
掲
載
し
て
あ
る
。

　

各
文
書
に
つ
い
て
は
、
紀
要
に
文
書
毎
に
分
割
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
な
お
、
掲
載

の
順
序
は
、
原
則
と
し
て
「
教
育
雑
件
」
に
綴
ら
れ
て
い
る
順
序
と
す
る
。

　

翻
刻
は
、
浦
幌
町
立
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
三
浦
直
春
が
担
当
し
た
。

　

図 1　大正十五年　昭和元年　教育雑件（浦幌村役場）





　浦幌町立博物館では、『浦幌町立博物館紀要』への投稿

者を募っています。投稿範囲は、浦幌・十勝並びに北海

道を含む北方圏に関する論文、短報、資料紹介、新産地

情報、調査・観察記録などです。

　投稿は随時受け付けておりますので、投稿希望の方は、

当館へご連絡下さい。

　投稿者への別刷りは、50 部までは無料です。それ以上

の印刷については著者負担とします。

　なお、投稿原稿は紀要に掲載後、インターネット上で

全文を公開します。投稿にあたっては、電子公開に関す

る同意を前提とさせて頂きます。

　執筆にあたっては、以下の投稿要領・執筆要領を参照

の上、原稿を作成ください。

1　投稿要領

＜提出方法＞

　原稿は手書きまたはパソコンで受け付けます。投稿の

際は、別紙に氏名・タイトル・連絡先を明記して下さい。

　手書き原稿の場合は、縦書き・横書きのいずれも 400

字詰め原稿用紙を使用して下さい。

　パソコン原稿の場合は、テキスト形式もしくは MS-

Word 形式で保存したデータを、打ち出し原稿と共にお送

り下さい。

　データでの提出は、USB メモリもしくは CD-R で送付下

さい。電子メールでの提出にあたっては、投稿用のメー

ルアドレスを別途指示しますので、事前にご連絡くださ

い（博物館の代表アドレスでは受け取れませんのでご注

意ください。）

　原稿は「紀要原稿在中」と赤書きの上、下記の浦幌町

立博物館宛に提出ください。

〒 089-5614

北海道十勝郡浦幌町字桜町 16-1　浦幌町立博物館

電話：015-576-2009

2　執筆要領

＜言語＞

　本文は和文に限ります。ただし、タイトル、氏名、所

属には英語表記を御用意ください。また、英文アブスト

ラクトを付ける事もできます。

　学名、欧文用語および数字は半角文字で記し、句読点

はそれぞれテン全角（、）および全角マル（。）とします。

＜引用文献＞

　文献は、原則として本文中に引用した文献のみをとり

あげ、和文、欧文を含めて著者名のアルファベット順に

配列して下さい。

　本文中での引用は（持田・加藤 2001a; 持田 2002）、

持 田 ほ か（2001）、(Mochida & Kato 1995, 2001b, c)、

Mochida et al. (1997) を原則とします。なお、縦書きの

場合は、原則として漢数字で表記下さい。

　（例）持田誠（二〇一五a）

　下記の表記例を参考にして下さい。

ａ．論文の場合は、著者名．発行年．表題．掲載雑誌名

　巻（号）：ページ．と表記する。

　（例）上赤博文．1995．田手川の植物群落と植物相．

佐賀自然史研究1(1)：5-16．

ｂ�．単行本の場合は、著者名．発行年．書名．ページ数．

発行所，発行地．と表記する。

　（例）伊藤秀三．1994．島の植物誌．246pp．講談

社，東京．

ｃ�．単行本（分担執筆）の一部を引用する場合は，著者名．

発行年．章名．本の編者名，書名．章のページ．発行所，

発行地．とする。

　（例）長田芳和．1997．ニッポンバラタナゴ．長田芳

和・細谷和海（編），日本の希少淡水魚の現状と

系統保存―よみがえれ日本産淡水魚―．pp.76‐85．

緑書房，東京．

＜脚注＞

　脚注は本文末にまとめて記述します。表記は（註 1）の

形式とします。本文中では下記のとおり表記して下さい。

　（例）･･･と考えられている（註１）。

＜図表と説明文＞

　図表番号は写真も含めて図 1、表 1 とします。

　図版、写真、表は、本文へ貼り付けず、１点ずつ別途

お送り下さい。また、図版データは JPG で、表データは

エクセルの形式で提出願います。

　図は図表、図版とも完全原稿とし、余白または裏に著

者名，番号，天地を明記して下さい。また、本文の打ち

出し原稿の右余白に図の挿入位置を書き込んで下さい。

ただし図版の説明文（キャプション）は図版にはめこまず、

投稿要領・執筆要領



図表番号と説明文を別紙 A4 用紙に記入して下さい。図表

の説明文には英文を併記することができます。

� （2016 年 3 月制定）
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